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空
襲
に
よ
る
図
書
館
罹
災
と

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
の
図
書
疎
開

財  

満　

幸  

恵  

は
じ
め
に

　

昭
和
館
は
、
国
民
が
経
験
し
た
戦
中
・
戦
後
の
生
活
に
係
る
歴
史
的
資
料
・
情
報

を
収
集
・
保
存
・
展
示
し
、
労
苦
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
四
階

図
書
室
に
は
様
々
な
戦
中
・
戦
後
の
図
書
資
料
な
ど
約
十
四
万
三
千
冊
（
令
和
五
年

三
月
現
在
）（

1

を）

収
集
・
保
管
し
て
い
る
。

　

昭
和
館
図
書
室
で
は
常
時
、
昭
和
時
代
の
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
（
調
べ
も
の
を
手
伝
い
、
資
料
や
関
連
情
報
を
提
供
す
る
）
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。
各
地
の
空
襲
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
回
答
し
て
い
く

な
か
で
素
朴
な
疑
問
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

「
空
襲
で
被
害
を
受
け
た
図
書
館
と
そ
の
蔵
書
は
、
日
本
全
国
で
ど
の
く
ら
い

あ
っ
た
の
か
？
」

「
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
、
対
策
を
し
な
か
っ
た
の
か
？
」

　

全
国
各
地
の
図
書
館
に
対
す
る
空
襲
被
害
の
状
況
や
、
空
襲
に
備
え
て
ど
の
よ
う

な
防
衛
策
が
実
施
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
実
態
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
こ
う
と
思

う
。

一　
全
国
図
書
館
の
罹
災
と
蔵
書
の
被
害
状
況

　

日
本
の
図
書
館
を
代
表
す
る
総
合
的
な
全
国
組
織
で
あ
る
日
本
図
書
館
協
会
は
、

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
「
日
本
文
庫
協
会
」
と
し
て
設
立
し
、
四
十
一
年

に
「
日
本
図
書
館
協
会
」
と
改
称
し
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
「
社
団
法
人

日
本
図
書
館
協
会
」
と
認
可
さ
れ
た
。
二
十
年
に
「
財
団
法
人
大
日
本
図
書
館
協

会
」
と
改
組
し
、
文
部
省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
の
外
郭
団
体
と
な
っ
た
。
二
十
二

年
に
「
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
」
と
し
て
再
発
足
し
た（

2

。）

　

そ
の
機
関
誌
『
図
書
館
雑
誌
』
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
創
刊
し
、
太
平

洋
戦
争
が
激
し
く
な
る
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
の
第
三
十
八
年
第
五
号
を

以
て
休
刊
し
た
。
そ
の
後
二
十
一
年
六
月
に
復
刊
し
、
現
在
も
発
行
し
て
い
る
。

　

休
刊
し
て
い
た
十
九
年
九
月
か
ら
二
十
一
年
五
月
ま
で
の
一
年
九
ヵ
月
の
間
は
記

録
が
な
い
た
め
、
同
会
や
全
国
の
図
書
館
が
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
か
は
あ

ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
。
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の
図
書
館
事
業
の
計
画
立
案
の
重
要
な
資
料
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
約
二
年
後
の
二
十
三
年
三
月
発
行
の
『
図
書
館
雑
誌　

第
四

十
二
巻
第
一
号
』
の
「
日
本
図
書
館
の
現
状
」（

4

で）

報
告
さ
れ
た
。「
文
部
省
で
は
司

令
部
バ
ア
ネ
ッ
ト
氏
の
も
と
に
左
記
の
よ
う
な
図
書
館
の
現
状
を
文
書
と
し
て
提
出

し
、
参
考
資
料
に
供
し
た
」
と
あ
る
。
そ
の
中
の
資
料
は
「
昭
和
二
十
一
年
五
月
一

日
現
在
の
調
査
に
よ
れ
ば
」
と
あ
る
の
で
、
日
本
図
書
館
協
会
が
調
査
を
依
頼
し
た

「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
の
回
答
が
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
Ａ
、
公
立
図
書
館
の
現
状　

Ｂ
、
戦
災
を
受
け
た
図
書
館
と
そ
の
後
の
復
興
状

況
」
な
ど
七
項
目
の
報
告
が
あ
り
、「
Ｂ
、
戦
災
を
受
け
た
図
書
館
と
そ
の
後
の
復

興
状
況
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

5

。）

　

太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
全
国
主
要
都
市
の
大
部
分
が
爆
撃
せ
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
中
央
図
書
館
、
市
立
図
書
館
で
全
焼
又
は
一
部
焼
失
し
た
も
の
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　

中
央
図
書
館　

県
立　
　

一
七

　
　
　
　
　
　
　
　

市
立　
　
　

二

　
　

市
立
図
書
館　
　
　
　
　
　

八

　
　
　

計　
　
　
　
　
　
　
　

二
七

　

そ
し
て
中
央
図
書
館
で
は
蔵
書
の
五
九
％
、
市
立
図
書
館
で
は
八
〇
％
の
蔵

書
を
焼
失
し
た
。

　

中
央
図
書
館
、
市
立
図
書
館
で
全
焼
又
は
一
部
焼
失
し
た
県
立
中
央
図
書
館
が
一

七
館
、
市
立
中
央
図
書
館
が
二
館
、
市
立
図
書
館
が
八
館
の
合
計
が
二
七
館
と
あ
り
、

あ
ま
り
に
も
簡
素
な
報
告
と
言
え
る
。『
図
書
館
雑
誌　

第
四
十
年
第
一
号
』
誌
上
で

　

文
部
省
や
日
本
図
書
館
協
会
な
ど
が
全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況
と
そ
の
蔵
書
の
被

害
状
況
を
調
査
し
、
統
計
資
料
と
し
て
発
表
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
い
ず

れ
も
統
計
資
料
の
た
め
、
具
体
的
な
図
書
館
名
な
ど
に
つ
い
て
記
載
は
な
い
。

（
１
）
大
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」（
昭
和
二
十
一
年
五
月

一
日
現
在
調
査
）

　

一
つ
目
は
終
戦
直
後
に
調
査
さ
れ
た
。
大
日
本
図
書
館
協
会
（
現
・
日
本
図
書
館

協
会
）
が
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
十
七
日
各
府
県
中
央
図
書
館
に
依
頼

し
た
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
で
あ
る
。『
図
書
館
雑
誌　

第
四
十
年
第
一
号
』

の
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

3

。）

　

連
合
軍
総
司
令
部
か
ら
の
要
求
に
依
り
本
会
で
は
全
国
公
共
図
書
館
の
中
蔵

書
数
三
千
冊
以
上
の
も
の
に
就
い
て
左
記
各
項
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

四
月
十
七
日
各
府
県
中
央
図
書
館
に
依
頼
状
を
発
送
し
た
。

（
一
）
戦
災
図
書
館
の
被
害
状
況　
（
二
）
館
名
、
種
別
、
設
立
年
月
日　
（
三
）

五
月
一
日
現
在
の
洋
、
和
、
漢
籍
書
冊
数　
（
四
）
昨
年
中
の
閲
覧
人
員
数

（
五
）
同
上
冊
数　
（
六
）
現
在
開
館
せ
る
や
否
や
、
疎
開
の
場
合
は
そ
の
情
況

（
七
）
昭
和
二
十
一
年
度
予
算
。

　

な
お
右
の
結
果
は
連
合
軍
総
司
令
部
に
提
出
さ
れ
、
司
令
部
今
後
の
我
国
図

書
館
事
業
援
助
計
画
立
案
の
有
力
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

各
府
県
中
央
図
書
館
は
、
蔵
書
三
千
冊
以
上
を
所
蔵
す
る
公
共
図
書
館
の
戦
災
被

害
状
況
や
疎
開
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
よ
う
に
と
い
う
指
示
で
あ
っ
た
。

そ
の
調
査
結
果
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
提
出
し
、
今
後
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

各
府
県
中
央
図
書
館
に
依
頼
し
た
七
項
目
の
内
、
一
項
目
を
報
告
し
た
だ
け
で
、
他

の
項
目
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
調
査
を
請
け
負
っ
た
各
府
県
中
央
図
書
館
が
、

終
戦
直
後
の
混
乱
で
詳
細
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
神
奈
川
県
図
書
館
史
』
に
は
、
こ
の
時
神
奈
川
県
の
中
央
図
書
館
が

提
出
し
た
、「
県
管
下
図
書
館
（
三
〇
〇
〇
冊
以
上
所
蔵
）
現
況
調
査
表
」（

6

が）

掲
載
さ

れ
て
い
る
。
各
項
目
が
前
後
す
る
が
一
致
し
、「
昭
和
二
一
年
四
月
現
在
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
調
査
日
も
お
お
よ
そ
合
致
す
る
。
三
千
冊
以
上
の
蔵
書
を
所
有
す
る
、

神
奈
川
県
下
の
公
立
図
書
館
七
館
と
私
立
図
書
館
六
館
合
計
一
三
館
の
依
頼
さ
れ
た

七
項
目
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
依
頼
さ
れ
て
い
な
い
、
罹
災
し
た

蔵
書
の
金
額
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
川
崎
市
立
図
書
館
は
二
十
年
五
月
に
一
万
三
千
冊
が
罹
災
し
、

疎
開
冊
数
は
五
百
冊
で
、
疎
開
地
は
「
川
崎
市
溝
ノ
口
枡
形
山
道
場
」
と
、
唯
一
図

書
疎
開
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
他
に
私
立
光
明
寺
図
書
館
が
罹
災
日
は
不
明
だ

が
、
六
、
一
七
五
冊
が
罹
災
し
、
私
立
大
師
図
書
館
は
同
じ
く
二
十
年
五
月
に
一
五
、

五
六
〇
冊
が
罹
災
し
、
私
立
財
団
法
人
山
口
文
庫
も
同
じ
く
二
十
年
五
月
に
一
万
冊

が
罹
災
し
た
と
あ
る
。
こ
の
「
20
・
５
戦
災
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
館
だ
が
、
お

そ
ら
く
四
月
十
五
日
の
川
崎
空
襲
に
よ
る
罹
災
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
神

奈
川
県
図
書
館
史
』
の
「
県
下
の
戦
災
状
況
」
に
は
、「
な
お
平
塚
市
立
図
書
館
も
焼

失
の
憂
目
に
遇
っ
て
い
る
が
、
調
査
か
ら
お
ち
て
い
る
の
で
明
附
し
て
お
く
」（

7

と）

あ

り
、
記
載
ミ
ス
や
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
大
日
本
図
書
館
協
会
の
依
頼
に
よ
っ
て
各
府
県
中
央
図
書
館
が
調
査
し
て
回

答
し
た
記
録
が
、
後
身
で
あ
る
日
本
図
書
館
協
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
た
っ
た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
八
月
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
調
査
記

録
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
同
協
会
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

『
神
奈
川
県
図
書
館
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
程
度
の
内
容
で
、
全
国
四

七
都
道
府
県
分
の
調
査
表
が
保
管
さ
れ
て
い
れ
ば
、
大
変
貴
重
な
記
録
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
七
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な
る
の
で
、
保
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
本
当
に
残
念
で
あ
る
。

（
２
）
文
部
省
社
会
教
育
局
に
よ
る
『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表
』

（
8
）（

昭
和
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
現
在
調
査
）
お
よ
び
『
公
共
図
書
館
概
覧
』

（
9
）（

昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在

調
査
）

　

二
つ
目
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
に
文
部
省
社
会
教
育
局
が
、
各
都

道
府
県
管
内
の
公
共
及
び
市
立
の
各
図
書
館
の
統
計
か
ら
集
計
し
、『
中
央
図
書
館
調

査
統
計
表
』『
公
共
図
書
館
概
覧
』
と
し
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
双
方
共
に
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日
調
査
と
あ
る
。
ま
た
『
公
共
図
書
館
概
覧
』
の
附
記
に
は
「
本

調
査
に
は
、
中
央
図
書
館
を
除
い
て
あ
る
。
従
っ
て
昭
和
22
年
３
月
31
日
現
在
調
「
中

央
図
書
館
統（

マ

マ

）

計
調
査
表
」
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
」（

10

と）

記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
時

期
に
調
査
さ
れ
た
中
央
図
書
館
と
公
共
図
書
館
の
情
報
を
、
分
冊
し
て
発
行
し
た
と

推
察
で
き
る
。

①
『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表　

昭
和
22
年
３
月
31
日
現
在
』

　

奥
付
は
な
く
、
標
題
に
「
社
会
教
育
局
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
標

題
紙
に
「
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
」
と
し
な
が
ら
、
項
目
の
中
に
は
同

年
十
月
一
日
現
在
で
あ
っ
た
り
、
二
十
三
年
三
月
調
べ
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
が
あ

る
。
ま
た
各
項
目
の
共
通
事
項
と
し
て
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
、
沖
縄
県

の
四
県
の
記
載
が
な
い
。
沖
縄
県
は
当
時
ア
メ
リ
カ
統
治
下
で
あ
っ
た
た
め
、
調
査

依
頼
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
三
県
の
中
央
図
書
館
の
記
載
が
な
い
こ
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る
、
五
二
五
施
設
が
「
未
詳
」
と
な
っ
て
お
り
統
計
を
集
計
し
た
二
十
二
年
当
時
で

も
、
被
害
の
全
体
数
が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
統
計
資
料
の
た

め
、
被
害
を
受
け
た
詳
細
な
図
書
館
名
や
被
害
蔵
書
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ
の
統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄
県
は
、
項
目
自
体
が
存
在
し
て
い
な
い
。

（
３
）
文
部
省
社
会
教
育
局
に
よ
る
『
公
共
図
書
館
調
査   

昭
和
25
年
11
月
30
日
現
在（

16
）』

　

奥
付
は
な
く
、
標
題
紙
に
「
文
部
省
社
会
教
育
局
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
は
し
が
き
に
「
昭
和
26
年
６
月
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
に
発
行
さ
れ
た
と

推
定
で
き
る
。
ま
た
「
こ
の
た
び
図
書
館
法
（
昭
和
25
・
４
法
118
号
）
の
公
布
に
よ

り
、
社
会
教
育
施
設
に
対
す
る
法
的
措
置
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と
に
応
じ
て
、
同
法

施
行
後
の
公
共
図
書
館
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
昭
和
25
年
11
月
30
日
現
在
を
も

っ
て
公
共
図
書
館
調
査
を
実
施
し
た
。
漸
く
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
と

り
い
そ
ぎ
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
」（

17

と）

あ
る
。
は
し
が
き
に
は
一
一
項
目
が
あ
り
、

「
第
７
表　

災
害
お
よ
び
復
旧
面
積
」（

18

に）

は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
以
降

の
戦
災
の
被
害
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

昭
和
20
年
１
月
以
降
調
査
時
に
至
る
間
の
災
害
に
よ
る
被
害
面
積
と
、
調
査
時

に
お
け
る
そ
の
復
旧
面
積
に
つ
い
て
記
入
し
、
同
一
箇
所
に
災
害
が
重
な
っ
た

場
合
に
は
最
も
大
き
い
被
害
面
積
を
記
入
し
、
被
害
状
態
は
全
壊
、
半
壊
、
大

破
を
含
み
、
防
空
防
火
の
た
め
の
取
り
こ
わ
し
を
含
む
。
別
の
場
所
に
代
り
の

建
物
を
入
手
し
た
場
合
は
復
旧
と
み
な
す（

19

。）

　

四
六
都
道
府
県
（
ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
沖
縄
県
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
）
の
う
ち
、

と
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
調
査
項
目
に
は
一
七
項
目
が
あ
り
、
そ
の
中
の

「
15　

戦
災
並
復
旧
、
後
援
会
状
況
」（

11
）（

表
１
の
A
）
で
は
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
、
沖
縄
県
を
除
い
た
四
三
都
道
府
県
の
戦
災

復
興
状
況
を
「
戦
災
」
や
「
ナ
シ
」
で
、
そ
し
て
当
時
の
復
旧
状
況
と
予
定
な
ど
を

交
え
て
記
載
し
て
い
る
。「
戦
災
」
と
記
載
し
て
い
る
中
央
図
書
館
は
合
計
で
一
八

館
と
な
る
が
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
の
中
央
図
書
館
の
記
載
が
な
い
の

で
、
全
国
中
央
図
書
館
の
罹
災
数
合
計
が
一
九
館
で
あ
っ
た
「
全
国
主
要
図
書
館
調

査
」
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

小
野
則
秋
は
『
日
本
図
書
館
史
』
の
「
太
平
洋
戦
争
と
図
書
館
」
の
中
で
「
文
部

省
社
会
教
育
局
の
調
査
に
よ
る
中
央
図
書
館
だ
け
の
戦
災
情
況
を
見
て
も
次
の
通
り

で
あ
る
」（

12

と）

、
原
典
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
中
央
図
書
館
調
査

統
計
表
」
と
合
致
す
る
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
市
立
、
町
立
又
私
立
図

書
館
の
被
害
も
大
体
こ
の
比
率
に
準
ず
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
の
他
に
学
校
図
書
館

の
被
害
も
相
当
数
に
上
っ
た
」（

13

と）

し
て
い
る
。

②
『
公
共
図
書
館
概
覧 

昭
和
22
年
３
月
31
日
調
』

　

奥
付
が
あ
り
、
文
部
省
社
会
教
育
局
が
編
集
し
、
二
十
四
年
五
月
一
日
に
日
本

図
書
館
協
会
が
発
行
し
て
い
る
。「
各
都
道
府
県
管
内
の
公
立
及
び
私
立
の
各
図
書

館
の
統
計
を
昭
和
22
年
３
月
31
日
現
在
調
で
集
計
し
た
も
の
」（

14

で）

、
調
査
項
目
は
一

九
項
目
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
16　

戦
災
の
有
無
」（

15

と）

い
う
項
目
が
あ
る
（
表
１
の

B
）。
こ
の
項
目
に
は
注
記
が
あ
り
、「
国
立
図
書
館
及
び
中
央
図
書
館
を
含
む
」
と

あ
る
。
そ
の
た
め
他
の
項
目
と
は
異
な
り
、
国
立
図
書
館
と
全
国
四
六
都
道
府
県
の

中
央
図
書
館
を
含
む
公
共
図
書
館
が
受
け
た
、「
被
戦
災
」「
非
戦
災
」「
未
詳
」
の

数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
総
数
一
、
五
五
〇
館
の
内
、
全
体
数
の
三
割
に
当
た
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

て
空
襲
で
焼
失
ま
た
は
被
害
を
受
け
た
図
書
館
を
列
記
し
て
い
る（

23

が）

、
こ
れ
は
奥
泉

の
『
近
代
日
本
公
共
図
書
館
年
表　

１
８
６
７
～
２
０
０
５
』
を
参
考
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
５
）
全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況

　

全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況
が
記
載
さ
れ
た
資
料
を
集
め
て
み
た
が
、
統
計
資
料
が

多
い
た
め
図
書
館
自
体
の
記
載
で
は
な
く
、
単
な
る
数
字
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

唯
一
奥
泉
の
年
表
は
、
あ
る
程
度
詳
細
な
情
報
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
年
表
形
式

の
た
め
県
ご
と
の
把
握
が
難
し
く
、
罹
災
し
て
い
な
い
図
書
館
の
記
載
が
な
い
た

め
、
全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
新
た
に
現
時
点
で
判
明
し
た
全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況
を
、
都
道
府
県
を

縦
軸
と
し
て
、
都
道
府
県
市
区
町
村
史
や
図
書
館
史
誌
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
沿
革
な
ど
か
ら
抜
き
出
し
て
表
に
し
た
（
表
１
の
C
）。
戦
災
に
つ

い
て
記
載
が
な
い
場
合
も
「
記
述
な
し
」
と
表
記
し
た
。
こ
れ
に
二
十
二
年
の
『
中

央
図
書
館
調
査
統
計
表
』（
表
１
の
A
）
と
『
公
共
図
書
館
概
覧
』（
表
１
の
B
）
を
対

比
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
た
。

　

ま
ず
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表
』
と
表
１
の

C
を
比
較
し
た
場
合
、『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表
』
で
は
戦
災
に
あ
っ
た
図
書
館
の

総
数
が
一
八
館（

24

、）

表
１
の
C
の
方
が
一
九
館
で
あ
る
。『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表
』

に
掲
載
が
な
か
っ
た
の
は
、
兵
庫
県
の
兵
庫
巡
回
文
庫
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

二
十
一
年
九
月
の
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
で
、
戦
災
を
受
け
た
県
立
中
央
図

書
館
が
一
七
館
、
市
立
中
央
図
書
館
が
二
館
の
計
一
九
館（

25

な）

の
で
、
こ
の
記
載
は
正

確
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
罹
災
し
た
中
央
図
書
館
は
以
下
と
な
る
。
罹
災
し
た

日
と
焼
失
し
た
蔵
書
数
を
記
載
し
た
。

「
都
道
府
県
立
」
で
は
青
森
県
、
東
京
都
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
岡
山
県
、
香
川
県
、

福
岡
県
、
大
分
県
の
八
都
県
に
は
「
戦
災
」
項
目
に
「
被
害
面
積
」
の
記
載
が
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
道
府
県
に
は
記
載
が
な
い
。

『
中
央
図
書
館
調
査
統
計
表
』（
表
１
の
A
）
に
「
戦
災
」
と
記
載
が
あ
っ
た
、
宮
城

県
、
茨
城
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
三
重
県
、
広
島
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
長
崎

県
、
熊
本
県
の
一
〇
県
の
欄
に
は
記
載
が
な
く
、
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

日
本
図
書
館
協
会
が
二
十
八
年
に
発
行
し
た
『
日
本
の
図
書
館　

一
九
五
二
』

は
、
二
十
七
年
七
月
二
十
日
現
在
の
全
国
公
共
読
書
施
設
の
実
体
調
査
を
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
調
査
項
目
の
中
に
、「
戦
災
」
と
記
載
さ
れ
る
項
目
は
な
く（

20

、）

こ
れ
以

降
の
図
書
館
の
統
計
に
も
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

（
４
）
奥
泉
和
久
著
『
近
代
日
本
公
共
図
書
館
年
表　
１
８
６
７
～
２
０
０
５（

21

』）　
　

統
計
資
料
以
外
で
、
各
地
の
図
書
館
罹
災
状
況
や
蔵
書
の
被
害
状
況
が
記
載
さ
れ
て

い
る
資
料
は
、
県
市
区
町
村
史
や
図
書
館
史
誌
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど
の
地
域
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

全
国
的
な
図
書
館
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
う
い
っ
た
記
録
類
を
も
と
に
、
年
表
形
式
で
図
書
館
の
動
向
を
ま
と
め
た
の

が
、
奥
泉
和
久
で
あ
る
。

　

奥
泉
は
『
近
代
日
本
公
共
図
書
館
年
表　

１
８
６
７
～
２
０
０
５
』
で
、
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
か
ら
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ま
で
「
公
共
図
書
館
」、「
図
書
館

界
」、「
一
般
事
項
」
の
項
目
を
設
け
、
日
本
の
図
書
館
の
動
向
を
年
表
形
式
で
列
記

し
た
。
こ
の
「
公
共
図
書
館
」
の
項
目
の
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
か
ら
二
十
年
に

か
け
て
、
全
国
図
書
館
の
空
襲
被
害
や
図
書
疎
開
の
状
況
が
列
記
さ
れ
て
い
る（

22

。）

　

金
髙
謙
二
が
『
疎
開
し
た
四
〇
万
冊
の
図
書
』
で
、
二
十
年
の
各
地
の
事
例
と
し
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次
に
公
共
図
書
館
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

昭
和
二
十
一
年
九
月
の
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
で
、
戦
災
を
受
け
た
市
立
図

書
館
は
「
八
館
」（

26

と）

記
載
さ
れ
て
い
る
。
表
１
の
C
に
よ
る
と
、
市
立
図
書
館
の
罹

災
数
は
四
七
館
に
上
る
。
現
状
で
も
調
査
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

以
上
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
二
十
一
年
九
月
の
「
全
国
主
要
図
書
館
調
査
」
時
点
で

は
、
日
本
図
書
館
協
会
は
戦
災
を
受
け
た
市
立
図
書
館
の
数
を
、
把
握
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
二
十
二
年
の
『
公
共
図
書
館
概
覧
』
で
は
「
被
戦
災
」
が
五
一
館（

27

と）

な
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
は
「
戦
災
」
し
た
中
央
図
書
館
の
一
八
館
も
含
ま
れ
る
の
で
、
差
し

引
き
合
計
三
三
館
と
な
る
。
二
十
二
年
時
点
で
も
戦
災
を
受
け
た
市
立
図
書
館
の
数

を
、
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

二　
『
図
書
館
雑
誌
』
か
ら
見
た
図
書
館
の
空
襲
対
策

　

図
書
館
の
空
襲
（
防
空
）
対
策
が
ど
の
様
に
検
討
さ
れ
て
い
た
の
か
、
日
本
図
書

館
協
会
の
機
関
紙
『
図
書
館
雑
誌
』
か
ら
た
ど
っ
て
み
る
。
同
誌
に
は
図
書
館
大
会

や
総
会
、
理
事
会
、
部
会
な
ど
の
議
事
録
を
記
載
し
て
い
る
た
め
、
当
時
の
図
書
館

界
の
動
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
肝
心
な
昭
和
十
九
年
九
月
か
ら
二
十
一

年
五
月
ま
で
の
、
一
年
九
ヵ
月
間
は
休
刊
し
て
い
た
た
め
、
動
向
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
大
変
残
念
で
あ
る
。

（
１
） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
十
八
日
の
本
土
初
空
襲
か
ら
「
都
市
疎
開
実

施
要
綱
」（
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
閣
議
決
定
）
の
前
ま
で

　

ま
ず
日
本
本
土
に
対
し
て
最
初
に
空
襲
が
行
わ
れ
た
、
十
七
年
四
月
十
八
日
以
降

【
県
立
中
央
図
書
館
】

① 
青
森
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日
）

② 
宮
城
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
十
日
／
約
十
万
冊
）

　

③ 

茨
城
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
八
月
二
日
）

　

④ 

東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
／
二
〇
九
、
〇
四
〇
冊
）

　

⑤ 

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
富
山
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
八
月
二
日
／
三
九
、
〇

　

一
一
冊
）

　

⑥ 

岐
阜
県
立
岐
阜
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
九
日
）

　

⑦ 

静
岡
県
立
葵
文
庫
（
昭
和
二
十
年
六
月
十
七
日
）

　

⑧ 

三
重
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日
／
約
一
万
九
千
冊
）

　

⑨ 

兵
庫
巡
回
文
庫
（
昭
和
二
十
年
三
月
十
七
日
／
二
万
二
千
冊
）

　

⑩ 

岡
山
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
九
日
／
十
六
万
冊
）

　

⑪ 

徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
四
日
）

　

⑫ 

香
川
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
四
日
／
約
十
万
冊
）

　

⑬ 

高
知
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
四
日
／
十
三
万
冊
）

　

⑭ 

福
岡
県
立
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
五
月
十
九
日
）

　

⑮ 

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
／
約
三
万
三
千
冊
）

　

⑯ 

熊
本
県
立
熊
本
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
二
日
／
八
万
三
千
冊
）

　

⑰ 

大
分
県
立
大
分
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日
／
一
万
五
千
冊
）

　
【
市
立
中
央
図
書
館
】

　

① 

福
井
市
立
福
井
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
七
月
）

　

② 

広
島
市
立
浅
野
図
書
館
（
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
／
約
八
万
五
千
冊
）
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

策
で
あ
る
。
本
号
で
こ
の
問
題
を
取
上
げ
た
所
以
で
あ
る
。

 

　

関
東
大
震
災
で
は
発
生
し
た
火
災
で
、
図
書
館
の
蔵
書
が
多
数
焼
失
し
た
。
ま
だ

約
二
十
年
も
経
た
な
い
た
め
、
生
々
し
く
記
憶
に
留
め
て
い
る
人
が
多
い
中
、
現
在

敵
機
に
よ
る
盲
爆
が
予
想
さ
れ
る
。
防
空
の
対
策
を
早
急
に
実
行
し
な
い
と
い
け
な

い
と
し
、
こ
の
号
で
問
題
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
東
京
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
司
書
官
の
中
田
邦
造
は
「
文
献
の
防
護

対
策
」
で
、
次
の
よ
う
に
対
策
法
を
提
案
し
た（

35

。）

　

完
全
な
防
空
建
築
の
乏
し
い
我
が
国
に
お
い
て
、
文
化
財
の
多
く
が
大
都
市

に
集
中
さ
れ
て
い
る
実
情
に
鑑
み
て
、
こ
れ
を
充
分
に
庇
護
せ
ん
と
す
れ
は
、

断
然
都
市
か
ら
外
に
運
び
出
す
に
如
く
は
な
い
、
と
は
誰
し
も
一
応
考
え
及
ぶ

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
他
へ
の
搬
出
に
つ
い
て
は
、
大
量
の
文
化
財

を
何
処
へ
搬
出
す
る
か
が
容
易
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。（
中
略
）

　

そ
の
上
に
搬
出
後
の
保
護
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
悪
く
す
る
と
搬
出
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
致
命
的
な
災
禍
を
招
く
心
配
も
な
し
と
は
し
な
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
た
と
え
搬
出
す
る
と
し
て
も
搬
出
先
の
選
定
や
搬
出
後
の
処

置
に
関
し
て
は
特
に
慎
重
な
る
対
策
の
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

図
書
（
文
化
財
）
を
都
市
部
か
ら
運
び
出
す
こ
と
は
、
搬
出
後
の
保
管
の
問
題
も

あ
り
、
難
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
都
市
の
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
以
外
に
、

特
に
図
書
の
防
護
上
有
効
な
方
法
は
地
下
室
の
利
用
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

そ
し
て
実
際
に
空
襲
対
策
を
実
行
し
た
図
書
館
の
例
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。

の
『
図
書
館
雑
誌
』
へ
の
掲
載
を
見
て
い
く
。

　

五
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
文
部
省
主
催
道
府
県
中
央
図
書
館
長
会
議
」
に
つ

い
て
『
図
書
館
雑
誌　

第
三
十
六
年
第
六
号
』
の
「
図
書
館
時
事
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る（

28

。）

こ
の
会
議
の
主
題
は
読
書
会
の
運
営
で
あ
り
、
空
襲
（
防
空
）
に
つ
い
て
の

記
載
は
な
い
。「
文
部
省
主
催
道
府
県
中
央
図
書
館
長
会
議
」
は
毎
年
文
部
省
が
各

道
府
県
の
中
央
図
書
館
長
を
招
集
し
て
、
様
々
な
議
案
を
諮
問
・
指
示
・
協
議
し
て

い
る
重
要
な
会
議
で
あ
る
。
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
図
書
館
協
会
部
会
綜
合

協
議
会（

29

」）「
日
本
図
書
館
協
会
通
常
総
会（

30

」）「
日
本
図
書
館
協
会
評
議
員
会（

31

」）

に
お
い
て

も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

十
八
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
「
文
部
省
主
催
道
府
県
中
央
図
書
館
長
会
議
」
で

も
、
主
に
読
書
会
の
運
営
と
図
書
の
優
先
配
給
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
図
書
館
の
防

空
対
策
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い（

32

。）

同
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
図
書

館
協
会
第
二
回
部
会
綜
合
協
議
会
」
で
も
、
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い（

33

。）

　

同
年
九
月
に
発
行
し
た
『
図
書
館
雑
誌　

第
三
十
七
年
九
号
』
に
お
い
て
、
初
め

て
図
書
館
の
防
空
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
た
。
巻
頭
言
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
た（

34

。）

　

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
於
て
百
万
巻
と
抄
せ
ら
れ
た
東
京
帝
大
所
蔵

の
図
書
を
始
め
、
東
都
各
方
面
に
於
け
る
大
量
の
典
籍
が
、
一
朝
に
し
て
灰
燼

に
帰
し
た
痛
恨
事
は
、
吾
人
の
記
憶
に
尚
生
ま
々
し
く
そ
の
創
痍
を
留
め
て
居

る
。（
中
略
）

　

そ
れ
よ
り
も
っ
と
確
か
に
有
り
得
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
わ
が
国
土
の
上
空

に
於
け
る
敵
機
の
乱
舞
と
盲
爆
で
あ
る
。
典
籍
護
持
の
附
託
を
全
う
す
べ
く
、

如
何
に
こ
れ
に
対
処
す
べ
き
か
？　

こ
れ
吾
等
が
講
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
焦
眉
の
対
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行
っ
て
い
た
個
人
貸
出
に
制
限
を
加
え
た
。

　
　
　

第
一
部
類　

平
常
時
も
閲
覧
禁
止
す
る
図
書

　
　
　

第
二
部
類　

警
戒
警
報
時
に
閲
覧
禁
止
す
る
図
書

　
　
　

第
三
部
類　

館
外
帯
出
を
禁
止
す
る
図
書

　
　
　

第
四
部
類　

普
通
図
書

⑥
館
長
を
長
と
し
た
横
浜
市
図
書
館
特
別
防
護
団
を
組
織
し
、
警
護
部
、
消
防
部
、

衛
生
部
に
分
か
れ
、
警
察
署
と
連
絡
し
て
常
時
訓
練
し
た
。

　

横
浜
市
図
書
館
が
施
設
へ
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
し
て
採
っ
た
の
が
①
～
④
で
あ

る
。
本
館
や
書
庫
が
当
時
で
も
耐
火
に
優
れ
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弱
点
と
な
る
窓
や
扉
な
ど
に
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
つ

け
て
、
さ
ら
な
る
強
化
を
施
し
た
。
十
五
年
十
二
月
に
工
事
を
着
工
し
て
い
る
の

で
、
予
算
確
保
な
ど
の
金
銭
面
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り
早
い
段
階
で
防
空
対
策
の

検
討
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
⑤
⑥

で
あ
る
。
横
浜
市
図
書
館
の
蔵
書
数
は
十
二
年
で
約
四
万
六
千
冊（

38に）

も
お
よ
ぶ
。
こ

れ
を
⑤
の
通
り
に
、
四
つ
の
部
類
に
編
成
し
、
配
架
し
直
す
に
は
、
か
な
り
の
労
力

と
時
間
が
掛
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
⑥
の
防
空
の
た
め
の
訓
練
は
平
時

よ
り
職
員
一
人
一
人
が
、
防
空
へ
の
心
構
え
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

【
金
沢
文
庫
】

　

同
誌
の
「
文
書
保
存
三
段
構
」（

39

で）

関
靖
金
沢
文
庫
長
は
、
金
沢
文
庫
に
お
け
る
三

段
の
構
え
を
提
示
し
た
。

　

当
時
で
も
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
あ
っ
た
金
沢
文
庫
は
、
通
常
こ

【
横
浜
市
図
書
館
】

　

横
浜
市
図
書
館
（
現
・
横
浜
市
立
図
書
館
）
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
開
港
六

十
周
年
、
自
治
制
施
行
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
を
計
画
し
、
十
年
に
横

浜
公
園
内
仮
閲
覧
所
で
図
書
の
閲
覧
を
開
始
し
た
。
し
か
し
十
二
年
の
関
東
大
震
災

で
建
物
と
蔵
書
が
焼
失
し
、
翌
年
横
浜
公
園
内
に
仮
本
館
を
竣
工
し
た
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
現
所
在
地
で
あ
る
横
浜
市
西
区
老
松
町
に
横
浜
市
図
書
館
と
し
て

竣
工
し
た（

36

。）

　

同
誌
の
「
空
襲
下
に
文
化
を
護
る
も
の
は
誰
か
―
決
戦
下
の
図
書
防
衛
を
中
心
に

―
」に
お
い
て
、
鵜
澤
忠
館
長
は
十
五
年
十
二
月
か
ら
防
弾
防
毒
防
護
室
を
改
築
し
た

補
修
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
し
た（

37

。）

同
館
は
関
東
大
震
災
後
に
耐
震
を
考
慮

し
て
、
本
館
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
、
書
庫
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
で
あ
っ
た（
地
勢
上
本
館
一
階
の
一
部
と
書
庫
の
一
階
は
半
地
下
と
な
っ
て
い
る
）。

　

横
浜
市
図
書
館
が
実
行
し
た
、
防
護
対
策
は
以
下
と
な
る
。

①
本
館
一
階
に
あ
っ
た
休
息
室
・
食
堂
・
新
聞
閲
覧
室
（
地
勢
上
半
地
下
）
を
防
護

室
（
前
室
・
第
一
防
護
室
・
第
二
防
護
室
）
に
改
築
し
た
。

②
第
一
防
護
室
の
非
常
口
か
ら
書
庫
一
階
へ
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
、
耐
火
の
た
め

の
ス
チ
ー
ル
防
護
扉
を
設
置
し
た
。

③
本
館
の
外
部
に
面
す
る
四
つ
の
大
窓
付
近
を
補
修
し
、「
ス
チ
ー
ル
・
ホ
ロ
ウ
・

シ
ャ
ッ
タ
ア
」
を
設
置
。
他
の
部
分
に
は
堅
牢
な
木
材
と
砂
の
う
か
ら
な
る
組
立

防
護
装
置
を
設
置
し
た
。

④
閲
覧
室
、
目
録
室
、
事
務
室
な
ど
に
は
遮
光
暗
幕
を
設
置
し
た
。

⑤
蔵
書
を
再
検
討
し
て
、
分
類
に
応
じ
た
保
管
場
所
を
設
定
し
た
。

　

そ
し
て
次
の
よ
う
に
蔵
書
を
部
類
し
、
部
類
に
応
じ
て
最
も
安
全
な
場
所
で
あ
る

書
庫
の
地
階
、
一
般
防
護
室
と
い
う
よ
う
に
保
管
場
所
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
従
来
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

様
々
な
部
会
や
集
ま
り
で
、
図
書
館
の
防
空
や
図
書
の
防
衛
に
つ
い
て
の
議
論
が
始

め
ら
れ
た
。
昭
和
十
八
年
十
月
九
日
に
宝
塚
文
芸
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
「
近
畿
図

書
館
協
議
会
兵
庫
県
部
会
」
で
は
、「
警
報
下
に
於
け
る
図
書
館
の
対
策
」（

41

が）

議
題

に
あ
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
十
月
十
一
日
名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
内
市
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
た
「
東
海
四
県
県
市
立
図
書
館
長
協
議
会
」
で
は
「
貴
重
図
書
防
護
ニ
関

ス
ル
件
」

（
42

、）

十
月
十
二
日
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
東
京
都
管
内
図
書
館
長
協

議
会
」
で
は
「
図
書
館
の
防
衛
施
設
に
関
す
る
件
」

（
43

、）

十
月
十
九
日
、
二
十
日
の
東

京
帝
大
医
学
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
「
医
科
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
」
の
「
承

合
事
項
」
で
「
学
術
文
献
防
護
避
難
ニ
ツ
キ
如
何
ナ
ル
対
策
ヲ
講
ゼ
ラ
ル
ル
ヤ
承
リ

タ
シ
（
新
潟
）」「
時
局
柄
防
空
防
火
ニ
対
シ
予
メ
貴
重
ナ
ル
図
書
ノ
分
散
保
蔵
ノ
必

要
ア
リ
ト
認
ム
、
実
行
方
承
リ
タ
シ
（
大
阪
帝
大
）」

（
44

、）

十
一
月
四
日
か
ら
七
日
に
静

岡
県
興
津
町
で
開
催
さ
れ
た
「
中
央
図
書
館
司
書
研
究
協
議
会
」
で
は
文
部
省
官
吏

か
ら
、「
図
書
館
の
防
空
に
関
す
る
件
」（

45

に）

つ
い
て
の
指
示
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も

議
題
だ
け
が
『
図
書
館
雑
誌
』
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
ど
う
い
っ
た
決
定
事
項
が
な
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

空
襲
対
策
の
議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
空
襲
対
策
号
が
発
行
し
た
三
ヵ
月
後
の
十
八
年
十
二
月
に
、
政
府

の
方
針
で
大
き
な
転
換
が
あ
り
、
図
書
館
の
防
空
や
図
書
の
防
護
対
策
は
大
き
な
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（
２
）「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」（
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
閣
議
決
定
）
と
「
決
戦

非
常
措
置
要
綱
」（
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
以
降

　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
二
十
一
日
「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
が
閣
議

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
都
市
部
で
建
物
や
人
員
な
ど
の
疎
開
が
実
施
さ
れ
た
。

の
施
設
内
に
資
料
を
保
存
し
て
お
け
ば
湿
気
と
日
光
と
虫
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
保
存
第
一
段
の
構
え
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
戦
争
が
始
ま
る
と
航
空
機
が
爆
弾
を
投
下
し
、
そ
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
こ
の
第
一
段
の
構
え
だ
け
で
は
資
料
を
安
全
に
保
存
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
第
二
段
の
構
え
と
し
て
「
洞
窟
倉
庫
の
建
設
案
」
が
考
え
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
洞
内
の
湿
度
が
高
い
た
め
、「
当
分
は
使
用
不
可
能
」
と
な

っ
た
。『
金
沢
文
庫
復
興
三
十
年
誌
』
に
は
、「
昭
和
十
九
年
に
な
り
、
本
土
空
襲
の

激
化
に
伴
い
、
文
化
財
疎
開
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、（
中
略
）
文
庫
西
側
の
山
ぎ
わ

に
作
っ
た
防
空
壕
を
拡
張
強
化
し
、
万
全
の
用
意
に
備
え
て
い
る
」（

40

と）

あ
る
。
し
か

し
実
際
に
こ
の
洞
窟
倉
庫
を
疎
開
先
と
し
て
使
用
し
た
の
か
ど
う
か
は
記
載
し
て
い

な
い
。

　

第
三
の
構
え
は
金
沢
文
庫
保
存
会
の
設
立
で
あ
っ
た
。
保
存
会
の
事
業
は
「（
１
）

古
書
の
修
理
補
綴
、（
２
）
古
書
の
模
写
、（
３
）
古
文
書
の
影
印
頒
布
」
で
、「
爆

弾
の
た
め
に
破
壊
喪
失
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
影
印
又
は
書
写
本

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
た
。

　

金
沢
文
庫
の
第
二
、
第
三
の
構
え
に
は
、
莫
大
な
費
用
と
労
力
と
時
間
が
費
や
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
か
な
り
早
い
段
階
で
、
防
空
対
策
の
検
討
を
始
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
二
館
の
防
空
対
策
の
よ
う
に
、
防
衛
施
設
を
新
築
ま
た
は
補
強
工
事
を
し

た
り
、
蔵
書
の
重
要
度
を
分
類
し
保
管
場
所
を
変
更
し
た
り
、
焼
失
に
備
え
て
模
写

し
た
り
す
る
事
業
を
実
行
す
る
に
は
、
莫
大
な
費
用
と
時
間
と
労
力
が
掛
か
る
。
す

ぐ
に
こ
れ
ら
の
対
策
を
、
全
国
の
図
書
館
で
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
空
襲
対
策
が
『
図
書
館
雑
誌
』
で
紹
介
さ
れ
た
後
、
図
書
館
界
で
は
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る
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る（

50

。）

残
念
な
が
ら
議
事
項
目
だ
け
記
載
し
て
い
る
の
で
、
詳

細
な
内
容
や
決
定
事
項
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
し
て
「
比
較
的
安
全
地
帯
へ
の
図
書
の
疎
開
は
、
数
あ
る
防
衛
手
段
の
平
凡
な

一
つ
な
が
ら
、
誰
も
が
承
認
し
得
る
有
効
な
手
段
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、
図
書
の
疎

開
は
今
や
著
々
進
み
つ
つ
あ
る
」（

51

と）

、
す
で
に
図
書
疎
開
を
実
施
し
た
帝
国
図
書
館

や
東
京
帝
大
図
書
館
、
東
京
都
日
比
谷
図
書
館
、
大
橋
図
書
館
な
ど
の
例
を
「
図
書

の
疎
開
進
む
」
で
紹
介
し
た（

52

。）

疎
開
先
は
某
所
と
し
て
明
か
し
て
い
な
い
が
、
ど
う

い
っ
た
貴
重
書
を
疎
開
し
た
か
を
点
数
と
共
に
記
載
し
て
い
る
。

　

前
年
九
月
に
発
行
し
た
『
図
書
館
雑
誌　

第
三
十
七
年
第
九
号
』
で
は
、
図
書

（
文
化
財
）
を
都
市
部
か
ら
運
び
出
す
こ
と
は
、
搬
出
後
の
保
管
の
問
題
も
あ
っ
て

難
し
く
、「
図
書
の
防
護
上
有
効
な
方
法
は
地
下
室
の
利
用
で
あ
る
」（

53

と）

し
て
い

た
。
し
か
し
十
ヵ
月
後
に
は
「
数
あ
る
防
衛
手
段
の
平
凡
な
一
つ
な
が
ら
、
誰
も
が

承
認
し
得
る
有
効
な
手
段
」
と
し
て
図
書
疎
開
を
示
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
次
の

よ
う
に
、
図
書
疎
開
の
管
理
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
実
行
担
当
者
を
激
励
し
て

い
る
。

　

一
口
に
図
書
の
疎
開
と
は
い
う
が
、
今
日
こ
れ
は
実
に
生
や
さ
し
い
仕
事
で

は
な
い
。
労
力
・
資
財
・
運
送
・
経
費
・
疎
開
先
で
の
管
理
問
題
等
々
、
ど
ち

ら
を
向
い
て
も
隘
路
又
隘
路
の
連
続
で
あ
る
。
之
等
を
一
つ
一
つ
打
通
す
る
に

は
熱
意
・
手
ま
め
足
ま
め
・
根
気
・
忍
耐
・
謙
譲
・
鷹
揚
等
々
あ
ら
ゆ
る
美
徳

を
総
動
員
し
て
奔
走
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
見
易
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
敢
闘
能

く
之
等
の
隘
路
を
打
通
し
て
、
典
籍
護
持
の
戦
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
同
業
諸
氏

に
対
し
て
、
我
々
は
心
か
ら
な
る
声
援
を
送
り
、
充
分
の
謝
意
と
敬
意
と
を
捧

ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

疎
開
と
は
空
襲
の
被
害
を
さ
け
る
た
め
に
、
施
設
や
人
員
、
物
品
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
を
言
う
。

「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
が
閣
議
決
定
し
た
翌
日
の
二
十
二
日
、
文
部
省
内
に
お
い

て
中
央
図
書
館
長
と
地
方
庁
の
図
書
館
事
務
担
当
官
が
併
せ
て
招
集
さ
れ
、「
文
部

省
主
催
都
道
府
県
中
央
図
書
館
長
並
図
書
館
事
務
担
当
官
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

沖
縄
県
か
ら
は
出
席
が
な
く
、
緊
急
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
会
議
の

概
要
は
速
や
か
に
『
図
書
館
雑
誌　

第
三
十
八
年
第
一
号
』
で
、
文
部
省
嘱
託
の
有

山
崧
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た（

46

。）

　

図
書
疎
開
に
つ
い
て
は
、「（
一
）
読
書
会
に
関
す
る
件　
（
二
）
優
配
に
関
す
る

件　
（
三
）
図
書
館
事
務
に
関
す
る
注
意
事
項
」
の
三
項
目
の
指
示
が
、
文
化
課
長

か
ら
四
十
五
分
程
度
で
説
明
さ
れ
た
。「（
三
）
図
書
館
事
務
に
関
す
る
注
意
事
項
」

に
は
、
五
項
目
あ
り
、「
２　

防
空
に
関
す
る
件
」
の
中
で
、「
貴
重
図
書
の
疎
開
」

と
「
警
報
発
令
下
の
処
置
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る（

47

。）

　

し
か
し
有
山
に
よ
る
と
「
今
回
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
の
は
「
読
書
会
」
と

「
優
先
配
給
」
の
二
件
」
で
あ
っ
た
と
あ
る（

48

。）

「
貴
重
図
書
の
疎
開
」
に
つ
い
て
の
説

明
事
項
は
一
切
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
指
示
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
ど
う
い

っ
た
決
定
が
な
さ
れ
た
の
か
、
参
加
者
で
あ
る
中
央
図
書
館
長
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
か
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
会
議
で
文
部
省
か
ら
、「
貴
重

図
書
の
疎
開
」
が
中
央
図
書
館
長
な
ど
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
事
態
は
深
刻
化
す
る
。
十
九
年
二
月
二
十
五
日
に
「
決
戦
非
常
措
置
要

綱
」
が
閣
議
決
定
し
、
防
空
対
策
の
強
化
が
盛
り
込
ま
れ
た
。『
図
書
館
雑
誌
』
で

も
こ
の
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
を
全
文
掲
載（

49

し）

た
。
こ
の
「
決
戦
非
常
措
置
要

綱
」
が
閣
議
決
定
し
た
数
日
後
の
、
二
月
二
十
九
日
に
第
十
七
回
常
務
理
事
会
が
、

三
月
二
日
に
第
五
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
両
会
共
に
、
決
戦
非
常
措
置
に
関
す
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

紹
介
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
空
襲
対
策
の
決
定
権
は
、
中
央
図
書
館
か
ら
の
指
示
で

あ
っ
た
り
、
自
館
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
図
書
館
雑
誌
』
は
十
九
年
八
月
に
発
行
し
た
第
三
十
八
年
第
五
号
を
以
て
休
刊
し

た
。
二
十
一
年
六
月
に
復
刊
す
る
が
、
こ
の
間
の
一
年
九
ヵ
月
は
、
全
国
図
書
館
の

活
動
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
市
区
町
村
史
や
図
書
館
史
誌
な
ど
か
ら
、
図
書
疎
開
を
実

施
し
た
図
書
館
を
抜
き
出
し
て
表
と
し
た
（
表
１
の
D
）。

　

表
１
の
D
に
ま
と
め
た
図
書
疎
開
の
実
施
時
期
を
見
て
い
く
と
、
い
く
つ
か
の
段

階
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
第
一
期
】

　

十
九
年
十
一
月
頃
か
ら
日
本
の
都
市
部
へ
の
空
襲
が
始
ま
る
。
第
一
期
は
、
そ
の

空
襲
が
始
ま
る
前
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
図
書
疎
開
を
実
施
し
た
図
書
館

は
、
①
香
川
県
立
図
書
館
（
十
八
年
四
月
疎
開
計
画
）
②
日
比
谷
図
書
館
（
十
八
年
九

月
疎
開
計
画
）
③
帝
国
図
書
館
（
十
八
年
十
一
月
、
十
九
年
五
月
、
十
九
年
八
月
）
④
私

立
大
橋
図
書
館
（
十
九
年
三
月
）
⑤
兵
庫
県
巡
回
文
庫
（
十
九
年
三
月
）
⑥
青
森
県
立

図
書
館
（
十
九
年
八
月
）
の
六
館
に
留
ま
る
。

【
第
二
期
】

　

第
二
期
は
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
が
、
空
襲
で
多
大
な
被
害
を
受
け
た
二
十

年
五
月
頃
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
図
書
疎
開
を
実
施
し
た
図
書
館
は
、
次
の
一
四
館

に
な
る
。

①
山
梨
県
立
図
書
館
（
二
十
年
は
じ
め
）
②
富
山
県
立
図
書
館
（
二
十
年
二
月
疎
開
計

画
）
③
静
岡
県
立
葵
文
庫
（
二
十
年
三
月
）
④
名
古
屋
市
立
図
書
館
（
二
十
年
三
月
）

　

然（
マ
マ
）

レ
な
が
ら
、
昨
年
九
月
号
の
本
誌
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
図
書

の
疎
開
は
今
日
我
々
の
採
る
べ
き
幾
多
の
防
衛
手
段
中
、
消
極
面
の
一
つ
た
る

に
止
ま
る
。
我
々
は
、
今
こ
そ
全
館
界
が
一
斉
に
起
ち
上
が
っ
て
、
全
面
的
の

文
化
防
衛
に
も
っ
と
も
っ
と
偉
大
な
底
力
を
発
揮
せ
ん
こ
と
を
併
せ
て
冀
は
ず

に
は
お
れ
な
い
の
で
あ
る（

54

。）

　

し
か
し
全
て
の
図
書
館
が
図
書
疎
開
を
選
択
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
十
九
年
八

月
二
十
八
日
に
中
央
図
書
館
で
あ
る
福
岡
県
立
図
書
館
は
、
各
市
立
図
書
館
長
を
集

め
て
「
図
書
館
防
衛
対
策
緊
急
打
合
会
」
を
開
催
し
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
決
定
し

た
と
あ
る
。

一
ば
ん
問
題
と
な
っ
た
の
は
各
館
に
所
蔵
し
て
い
る
貴
重
図
書
の
災
厄
防
止
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
田
舎
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
は
保
管
そ
の
他
で
困

難
な
実
情
に
あ
る
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
一
纏
め
に
し
て
特
定
の
袋
な
ど
に
納
め

て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
場
合
に
は
直
ち
に
挺
身
隊
員
が
所
定
の
場
所
に
緊
急
避

難
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
九
・
二
九  

西
日
本
新
聞（

55
））

（
３
）『
図
書
館
雑
誌
』
が
休
刊
し
た
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
以
降

　

こ
れ
ま
で
『
図
書
館
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
空
襲
対
策
の
流
れ
を
見
て
き
た
。

「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
以
前
で
は
、
日
本
図
書
館
協
会
は
搬

出
後
の
保
管
の
問
題
を
重
く
見
て
地
下
室
な
ど
の
防
護
施
設
の
強
化
な
ど
を
提
案
し

て
い
た
。
し
か
し
「
都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
よ
り
も
、
さ
ら
な
る
防
空
の
強
化
が
叫

ば
れ
た
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
が
閣
議
決
定
す
る
と
、
図
書
疎
開
を
容
認
し
た
。

日
本
図
書
館
協
会
は
具
体
的
な
対
策
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
例
を
挙
げ
て
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は
空
襲
が
身
近
に
迫
り
、
第
三
期
は
さ
ら
に
切
迫
し
て
い
る
状
況
下
で
図
書
疎
開
が

実
行
さ
れ
た
。
中
に
は
追
加
し
て
疎
開
を
実
施
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
る
間
に
終
戦

に
な
っ
た
県
立
長
野
図
書
館
は
幸
運
だ
が
、
疎
開
準
備
の
最
中
に
空
襲
に
あ
っ
た
、

高
知
県
立
図
書
館
や
熊
本
図
書
館
は
泣
く
に
泣
け
な
い
状
況
と
言
え
る
。

　　

全
国
図
書
館
の
罹
災
状
況
（
表
１
の
C
）
と
図
書
疎
開
状
況
（
表
１
の
D
）
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
入
手
で
き
る
範
囲
で
、
図
書
館
の
罹
災
と
図
書
疎
開
の
掲

載
箇
所
を
調
査
し
た
が
、
ま
だ
十
二
分
に
調
査
で
き
て
い
な
い
。
今
回
調
査
を
し
て

い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
昭
和
時
代
の
戦
中
部
分
、
特
に
終
戦
前
後
の
記
載
が
、
あ
ま

り
に
も
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
追
加
修
正
で
き
れ
ば
と
思
う
。
関
連
情
報
を

ご
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

空
襲
に
よ
る
図
書
館
の
被
害
は
、
あ
く
ま
で
も
結
果
と
な
る
。
現
在
の
私
た
ち
か

ら
す
れ
ば
、
す
で
に
決
定
し
た
過
去
の
こ
と
と
も
言
え
る
。
し
か
し
当
時
の
人
々
か

ら
す
る
と
、
今
日
明
日
に
も
空
襲
で
蔵
書
が
焼
失
す
る
か
も
し
れ
な
い
事
態
に
備
え

て
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、「
図
書
疎
開
」
で
あ
っ
た
。

　

重
く
か
さ
ば
る
、
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
蔵
書
を
、
自
動
車
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
輸
送
力
や
労
働
力
も
低
下
し
た
中
、
前
例
も
な
い
状
況
下
で
短
期
間

に
策
定
し
た
移
送
計
画
の
準
備
作
業
と
運
用
に
は
、
様
々
な
困
難
と
苦
労
が
あ
り
、

そ
れ
を
努
力
に
よ
っ
て
実
行
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

一
方
、
図
書
疎
開
を
実
施
し
な
い
と
い
う
方
針
を
採
っ
た
図
書
館
も
あ
る
。
事
前

に
様
々
な
防
空
対
策
を
施
し
て
、
今
日
明
日
に
も
空
襲
で
蔵
書
が
焼
失
す
る
か
も
し

⑤
豊
橋
市
立
図
書
館
（
二
十
年
三
月
）
⑥
大
阪
府
立
図
書
館
（
二
十
年
三
月
）
⑦
県

立
奈
良
図
書
館
（
二
十
年
三
月
）
⑧
新
潟
県
立
図
書
館
（
二
十
年
四
月
）
⑨
金
沢
市

立
図
書
館
（
二
十
年
四
月
）
⑩
滋
賀
県
図
書
館
（
二
十
年
四
月
）
⑪
高
知
県
立
図
書

館
（
二
十
年
四
月
）
⑫
県
立
宮
崎
図
書
館
（
二
十
年
四
月
）
⑬
県
立
大
分
図
書
館
（
二

十
年
四
月
）
⑭
四
日
市
市
立
図
書
館
（
二
十
年
五
月
）

【
第
三
期
】

　

第
三
期
は
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
ほ
か
都
内
の
一
一
館
が
、
二
十
年
三
月
と
五

月
の
大
空
襲
で
罹
災
し
た
二
十
年
六
月
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
図
書
疎
開
を
実

施
し
た
図
書
館
は
、
次
の
一
八
館
に
な
る
。

①
県
立
秋
田
図
書
館
（
二
十
年
六
月
）
②
県
立
岐
阜
図
書
館
（
二
十
年
六
月
）
③
県

立
山
口
図
書
館
（
二
十
年
六
月
）
④
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
（
二
十
年
六
月
）
⑤
鹿

児
島
県
立
図
書
館
（
二
十
年
六
月
）
⑥
岩
手
県
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑦
山
形
県

立
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑧
水
戸
市
立
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑨
福
井
市
立
図

書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑩
敦
賀
市
立
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑪
長
野
県
立
長
野
図

書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑫
和
歌
山
県
立
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑬
鳥
取
図
書
館
（
二

十
年
七
月
）
⑭
広
島
市
立
浅
野
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）
⑮
岩
国
図
書
館
（
二
十
年
七

月
）
⑯
三
哲
文
庫
（
二
十
年
七
月
）
⑰
小
野
田
市
立
小
野
田
図
書
館
（
二
十
年
七
月
）

⑱
弘
前
図
書
館
（
二
十
年
八
月
）

　

第
一
期
の
図
書
館
は
日
本
各
地
に
空
襲
が
始
ま
る
前
に
図
書
疎
開
を
計
画
ま
た
は

実
行
し
て
い
る
。
特
に
①
②
の
図
書
館
は
、
日
本
図
書
館
協
会
が
防
空
に
つ
い
て
特

集
し
た
十
八
年
九
月
よ
り
以
前
に
、
ま
た
③
④
⑤
の
図
書
館
は
、
図
書
疎
開
を
容
認

し
た
十
九
年
六
月
よ
り
以
前
に
、
図
書
疎
開
を
実
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
期
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

れ
な
い
日
々
を
過
ご
し
、
結
果
と
し
て
罹
災
し
た
館
も
あ
れ
ば
、
罹
災
し
な
か
っ
た

館
も
あ
る
。
昭
和
時
代
に
日
本
で
空
襲
が
あ
り
図
書
館
も
罹
災
し
た
こ
と
、
図
書
館

が
様
々
な
対
策
を
採
っ
て
、
蔵
書
を
護
る
努
力
を
重
ね
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
の
時

期
の
詳
細
な
状
況
は
、
記
録
さ
れ
ず
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

人
は
毎
日
の
忙
し
さ
に
、
過
去
の
出
来
事
を
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
ほ
ん
の
数

年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
の
記
憶
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
大
変
だ
っ
た
日
々
の
詳
細
を
忘
れ
始

め
て
い
る
。

　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
は
戦
後
七
十
九
年
に
な
る
。
戦
中
を
体
験
し
た
人
々
の

多
く
が
鬼
籍
に
入
り
、
そ
の
体
験
を
直
接
聞
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
貴
重
な

記
憶
が
失
わ
れ
て
い
く
中
、
忘
れ
な
い
た
め
に
は
記
録
し
、
そ
れ
を
保
管
し
、
そ
し

て
そ
の
詳
細
な
記
録
を
、
後
世
に
語
り
伝
え
る
べ
く
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
三
康
図
書
館
の
新
屋
朝
貴
様
、
小
林
は
つ
き
様
に
は
所
蔵
す
る
旧
大
橋
図

書
館
の
作
業
日
誌
か
ら
、
図
書
疎
開
の
記
載
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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都
道
府
県
名

A
『中央図書館調査統計表　昭和22年3月31日現在』

B
『公共図書館
概覧  昭和22
年3月31日調』

C
全国図書館の罹災状況

C
全国図書館の罹災状況

D
全国図書館の図書疎開状況

中央図書館名 戦災並復旧状況
点
　
数

被
戦
災

非
戦
災

未
　
詳

罹
災
中
央
図
書
館
数

中央図書館

罹
災
公
立
図
書
館
数

公立図書館 私立図書館ほか

北海道 行啓記念北海道図書館 ナシ 0 0 3 17 0 記述なし（『北館道県立図書館40年史』 北海道立図書館､1967）

青森県 青森県立図書館
戦災、書庫ヲ除ク全館舎、書庫火
災。仮館舎概設、復旧完成23年度
予定

1 1 2 8 1

青森県立図書館：昭和20年7月28日の青森空襲で館舎を焼
失した。書庫は鉄筋コンクリート3階の専用庫で防火シャッ
ターづきであったので、焼失をまぬがれた。（『青森県立図
書館史』青森県立図書館史編集委員会編、青森県立図書館、1979　
p.255、p.271）

弘前図書館：昭和20年8月9日、藩日記・水帳・古文書などの郷土資
料を天守閣へ疎開。（『弘前図書館六十年の歩み』弘前図書館、1966　p.96）
青森県立図書館：昭和19年8月、全蔵書11万冊のうち、2万冊を横
内や宮田の民家の倉庫を借りて分散疎開。（『青森県立図書館史』青森県
立図書館史編集委員会編、青森県立図書館、1979　p.254）

岩手県 岩手県立図書館 ナシ 0 0 86 0 0 岩手図書館：記述なし（『岩手県立図書館のあゆみ』岩手県図書
館、1969）

岩手県図書館：昭和20年7月、本館の郷土資料を中心とする貴重
図書を、乙部、太田、荒沢に疎開した。（『岩手県立図書館のあゆみ』
岩手県図書館、1969　p.21）

宮城県 宮城県立図書館 戦災 1 1 44 59 1
宮城県図書館：昭和20年7月10日の仙台空襲で、建物とと
もに約10万冊の図書を焼失。（『宮城県教育百年史 第2巻』宮城
県教育委員会企画編集　宮城県教育委員会、1975.3　p.641）

宮城県図書館：宮城郡広瀬村・大沢村に疎開した青柳館文庫、養
賢堂文庫など約1万8千冊は幸い難を免れた。（『宮城県教育百年史 第2
巻』宮城県教育委員会企画編集、宮城県教育委員会、1975.3　p.641）

秋田県 秋田県立秋田図書館 ナシ 0 0 16 0 0 秋田県図書館：記述なし（『令和4年度秋田県立図書館要覧』秋
田県立図書館、2022.6）

県立秋田図書館：昭和20年6月27日貴重図書を南秋田郡豊川村に
疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館
協会、2009.9　p.115）

山形県 行啓記念山形県立図書館 20.11.26.接収。ナシ 0 0 17 13 0 山形県図書館：本県は１館も戦災を蒙らず。（『図書館雑誌
　第40年第2号』1946.8　p.32）

山形県立図書館：昭和20年7月20日、蔵書7,410冊を東沢村蓬莱
寺に第１次疎開　昭和20年8月3日、蔵書3,937冊を同所へ第２次
疎開（『五十年のあゆみ』山形県立図書館、1962　p.11）

福島県 福島県立図書館 ナシ 0 0 8 6 0
福島県図書館：戦火を免れ、郊外に落下した爆弾の爆風
により館舎の窓ガラスが多少破損した程度。（『福島県立図
書館30年史』福島県立図書館、1958　p.21）

茨城県 茨城県立図書館 昭和20.8.2.戦災全焼。復興準備中 1 1 2 4 1
茨城県立図書館：昭和20年8月2日空襲により罹災（『水戸
戦災復興誌』茨城県水戸土地区画整理事務所編、茨城県、1977.3　
p.150）

1
水戸市立図書館：昭和20年8月2日水戸市空襲により
館舎・蔵書等焼失。（『近代日本公共図書館年表　1867～
2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

水戸市立図書館：昭和20年7月12日図書を疎開。（『近代日本公共図
書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.115）

栃木県 栃木県立図書館 ナシ 0 0 4 3 0 栃木県立図書館：記述なし（『県民の図書館　令和5年度』栃木
県立図書館、2023.6）

群馬県 前橋市立図書館 ナシ、館舎206坪ノ内64坪貸与 0 1 5 8 0 群馬県立図書館：記述なし（『群馬県立図書館十年の歩み』群馬
県立図書館、1964） 1

伊勢崎市立図書館：昭和20年8月14日～15日空襲に
より館舎・蔵書焼失。（ただし３階建ての書庫は無
事。8月20日に書庫の扉を開く。書庫内図書の無事を
確認。）（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久
編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

埼玉県 埼玉県立埼玉図書館 ナシ 0 0 86 2 0 埼玉県立図書館：記述なし（『要覧　令和5年度』埼玉県立熊谷
図書館、2023.7）

千葉県 千葉県立図書館 ナシ 0 0 51 57 0 千葉県図書館：劫火ををまぬがれた（『千葉県図書館史』千葉
県図書館史編纂委員会編、千葉県立中央図書館、1968　p.122）

千葉県立図書館：市原郡白鳥村、香取郡小御門村に疎開（『千葉県図
書館史』千葉県図書館史編纂委員会編、千葉県立中央図書館、1968　p.123）

東京都 東京都立日比谷図書館 昭和20.5.25.戦災。23年度中開館
予定 1 4 30 3 1

日比谷図書館：昭和20年5月25日の大空襲により疎開し
つつあった蔵書20万9040冊とともに焼失。（『五十年紀要』
日比谷図書館、1959年　p.50）

14

昭和20年3月10日の大空襲によって、両国、浅草、本
所、東駒形が焼失し、深川図書館はその対象のほと
んど全部を失った。
4月1日の空襲で四谷、4月14日西巣鴨、5月25、26日
の大空襲で日比谷、麹町、三田、渋谷、中野、寺島
図書館が焼失。

帝国図書館：昭和18年11月貴重書その他約6万6千冊を県立長野
図書館に疎開（第１次分）
昭和19年5月特別和漢書6万1千冊・学位論文3千冊を県立長野図
書館に疎開（第２次分）
昭和19年8月特殊文庫・重要図書・帝国学士院その他の依頼本・
洋書の稀書など約3,400冊を県立長野図書館に疎開（第３次分）
昭和20年飯山高等女学校に再疎開

（『上野図書館八十年略史』国立国会図書館支部上野図書館、1953　p.134）

【凡  例】
１　この表はいくつかの資料を元に、財満が作表した。
２　Aは『中央図書館調査統計表　昭和22年3月31日現在』文部省社会教育局。「１　全国中央図書館」から中央図書館名を、「15　戦災並復旧、後援会状況」から戦災並復旧を抜き出

し、作表した。戦災があった都道府県には、網掛けをした。
３　Bは文部省社会教育局編 『公共図書館概覧 昭和22年3月31日調』 日本図書館協会、昭和二十四年五月。「16　戦災の有無」より抜き出し、作表した。本表には、国立図書館及び

中央図書館を含む。戦災があった都道府県には、網掛けをした。地名などはそのまま表記した。
４　Cは都道府県市区町村史や図書館史誌、図書館ホームページに掲載されている沿革などから、罹災に関する記事を抜き出して表にした。戦災があった都道府県には、網掛けをした。
５　Dは都道府県市区町村史や図書館史誌などから、図書疎開を実施した図書館を抜き出して表にした。個人名が記載していた箇所は「個人」と表記した。
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開

都
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府
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名

A
『中央図書館調査統計表　昭和22年3月31日現在』

B
『公共図書館
概覧  昭和22
年3月31日調』

C
全国図書館の罹災状況

C
全国図書館の罹災状況

D
全国図書館の図書疎開状況

中央図書館名 戦災並復旧状況
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中央図書館
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立
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館
数

公立図書館 私立図書館ほか

北海道 行啓記念北海道図書館 ナシ 0 0 3 17 0 記述なし（『北館道県立図書館40年史』 北海道立図書館､1967）

青森県 青森県立図書館
戦災、書庫ヲ除ク全館舎、書庫火
災。仮館舎概設、復旧完成23年度
予定

1 1 2 8 1

青森県立図書館：昭和20年7月28日の青森空襲で館舎を焼
失した。書庫は鉄筋コンクリート3階の専用庫で防火シャッ
ターづきであったので、焼失をまぬがれた。（『青森県立図
書館史』青森県立図書館史編集委員会編、青森県立図書館、1979　
p.255、p.271）

弘前図書館：昭和20年8月9日、藩日記・水帳・古文書などの郷土資
料を天守閣へ疎開。（『弘前図書館六十年の歩み』弘前図書館、1966　p.96）
青森県立図書館：昭和19年8月、全蔵書11万冊のうち、2万冊を横
内や宮田の民家の倉庫を借りて分散疎開。（『青森県立図書館史』青森県
立図書館史編集委員会編、青森県立図書館、1979　p.254）

岩手県 岩手県立図書館 ナシ 0 0 86 0 0 岩手図書館：記述なし（『岩手県立図書館のあゆみ』岩手県図書
館、1969）

岩手県図書館：昭和20年7月、本館の郷土資料を中心とする貴重
図書を、乙部、太田、荒沢に疎開した。（『岩手県立図書館のあゆみ』
岩手県図書館、1969　p.21）

宮城県 宮城県立図書館 戦災 1 1 44 59 1
宮城県図書館：昭和20年7月10日の仙台空襲で、建物とと
もに約10万冊の図書を焼失。（『宮城県教育百年史 第2巻』宮城
県教育委員会企画編集　宮城県教育委員会、1975.3　p.641）

宮城県図書館：宮城郡広瀬村・大沢村に疎開した青柳館文庫、養
賢堂文庫など約1万8千冊は幸い難を免れた。（『宮城県教育百年史 第2
巻』宮城県教育委員会企画編集、宮城県教育委員会、1975.3　p.641）

秋田県 秋田県立秋田図書館 ナシ 0 0 16 0 0 秋田県図書館：記述なし（『令和4年度秋田県立図書館要覧』秋
田県立図書館、2022.6）

県立秋田図書館：昭和20年6月27日貴重図書を南秋田郡豊川村に
疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館
協会、2009.9　p.115）

山形県 行啓記念山形県立図書館 20.11.26.接収。ナシ 0 0 17 13 0 山形県図書館：本県は１館も戦災を蒙らず。（『図書館雑誌
　第40年第2号』1946.8　p.32）

山形県立図書館：昭和20年7月20日、蔵書7,410冊を東沢村蓬莱
寺に第１次疎開　昭和20年8月3日、蔵書3,937冊を同所へ第２次
疎開（『五十年のあゆみ』山形県立図書館、1962　p.11）

福島県 福島県立図書館 ナシ 0 0 8 6 0
福島県図書館：戦火を免れ、郊外に落下した爆弾の爆風
により館舎の窓ガラスが多少破損した程度。（『福島県立図
書館30年史』福島県立図書館、1958　p.21）

茨城県 茨城県立図書館 昭和20.8.2.戦災全焼。復興準備中 1 1 2 4 1
茨城県立図書館：昭和20年8月2日空襲により罹災（『水戸
戦災復興誌』茨城県水戸土地区画整理事務所編、茨城県、1977.3　
p.150）

1
水戸市立図書館：昭和20年8月2日水戸市空襲により
館舎・蔵書等焼失。（『近代日本公共図書館年表　1867～
2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

水戸市立図書館：昭和20年7月12日図書を疎開。（『近代日本公共図
書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.115）

栃木県 栃木県立図書館 ナシ 0 0 4 3 0 栃木県立図書館：記述なし（『県民の図書館　令和5年度』栃木
県立図書館、2023.6）

群馬県 前橋市立図書館 ナシ、館舎206坪ノ内64坪貸与 0 1 5 8 0 群馬県立図書館：記述なし（『群馬県立図書館十年の歩み』群馬
県立図書館、1964） 1

伊勢崎市立図書館：昭和20年8月14日～15日空襲に
より館舎・蔵書焼失。（ただし３階建ての書庫は無
事。8月20日に書庫の扉を開く。書庫内図書の無事を
確認。）（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久
編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

埼玉県 埼玉県立埼玉図書館 ナシ 0 0 86 2 0 埼玉県立図書館：記述なし（『要覧　令和5年度』埼玉県立熊谷
図書館、2023.7）

千葉県 千葉県立図書館 ナシ 0 0 51 57 0 千葉県図書館：劫火ををまぬがれた（『千葉県図書館史』千葉
県図書館史編纂委員会編、千葉県立中央図書館、1968　p.122）

千葉県立図書館：市原郡白鳥村、香取郡小御門村に疎開（『千葉県図
書館史』千葉県図書館史編纂委員会編、千葉県立中央図書館、1968　p.123）

東京都 東京都立日比谷図書館 昭和20.5.25.戦災。23年度中開館
予定 1 4 30 3 1

日比谷図書館：昭和20年5月25日の大空襲により疎開し
つつあった蔵書20万9040冊とともに焼失。（『五十年紀要』
日比谷図書館、1959年　p.50）

14

昭和20年3月10日の大空襲によって、両国、浅草、本
所、東駒形が焼失し、深川図書館はその対象のほと
んど全部を失った。
4月1日の空襲で四谷、4月14日西巣鴨、5月25、26日
の大空襲で日比谷、麹町、三田、渋谷、中野、寺島
図書館が焼失。

帝国図書館：昭和18年11月貴重書その他約6万6千冊を県立長野
図書館に疎開（第１次分）
昭和19年5月特別和漢書6万1千冊・学位論文3千冊を県立長野図
書館に疎開（第２次分）
昭和19年8月特殊文庫・重要図書・帝国学士院その他の依頼本・
洋書の稀書など約3,400冊を県立長野図書館に疎開（第３次分）
昭和20年飯山高等女学校に再疎開

（『上野図書館八十年略史』国立国会図書館支部上野図書館、1953　p.134）

表１　全国図書館の罹災と図書疎開状況
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東京都

28館中日比谷他11館、蔵書約73万冊中、日比谷の
20余万を含め40余万冊を失った。（『五十年紀要』日比
谷図書館、1959　p.50）
八王子市立図書館：昭和20年8月2日、空襲により罹
災。（『戦災復興誌　第8巻』 建設省編　大空社、1991.12　
p.248）

日比谷図書館：各館所蔵の児童図書1万3千余冊を1区平均1千冊宛国
民学校を通じて児童疎開地に提供。教育図書を疎開児童付添教員に
提供（約1万5千冊）
昭和20年2月以降終戦頃までに40余万冊、約220～230万円の予算で
購入し、疎開を完了した（戦時特別買上図書）（『五十年紀要』日比谷図書
館、1959　pp.51～52）

（昭和18年）9月図書疎開について具体的な行動に入り、昭和19年1月
29日東京誌料中浮世絵全部都バス一台で多西村個人氏倉庫の二階に
納めたのが最初。（細谷重義「戦時中図書の買上げとその疎開事業」『ひびや：
東京都立中央図書館報』第128号、東京都立中央図書館、1979.3　pp.13～16）

（私立）大橋図書館：昭和19年2月貴重書の疎開を検討。昭和19年3月
貴重書を（新潟県）加茂町立図書館へ疎開（合計252点）。昭和20年3月
貴重書を（新潟県）加茂町立図書館へ疎開しようと検討していたが中
止になる。4月別の疎開先と交渉する。（『大橋図書館四十年史 復刻版　
別冊付録』博文館新社、2006.3　pp.4～5 ほか小林氏からの情報）

神奈川県 1 27 2 0
金沢文庫：記述なし（『神奈川県図書館史』神奈川県図書館協
会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、1966　pp.242～
243）

2

川崎市立図書館：昭和20年4月焼失、1万3千冊罹災。
平塚市図書館：焼失。（『神奈川県図書館史』神奈川県図書
館協会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、1966　
p.231、pp.242～244）

（私立）弘明寺図書館：
6,175冊罹災、昭和20年
4月。

（私立）大師図書館焼失、
1万5千560冊罹災、昭和
20年4月。私立山口文庫
焼失、1万冊罹災。
平塚青年図書館：昭和
20年7月焼失。（『神奈川県
図書館史』神奈川県図書館協
会図書館史編集委員会編、
神奈川県立図書館、 1966　
p.231、pp.242～243）

川崎市立図書館：500冊を川崎市溝ノ口桝形山道場に疎開（『神奈川
県図書館史』神奈川県図書館協会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、 
1966　pp.242～243）

新潟県 明治記念新潟県立図書館 ナシ 0 1 61 0 0 新潟県立図書館：記述なし（『新潟県立図書館年報　令和5年
度』新潟県立図書館、2023.8） 1

互尊文庫：昭和20年8月1日（新潟）長岡市空襲で罹災
壊滅。蔵書7万8千余冊も灰じんに帰した。（『新潟県立
新潟図書館50年史』新潟図書館、1965　P.41）

新潟県立図書館：昭和20年4月貴重書（465点外史跡名勝天然記念
物調査書類356冊）を西蒲原郡岩室村、北蒲原郡安田村及び中条町
に疎開分散（『新潟県立新潟図書館50年史』新潟図書館、1965　pp.40～41)

富山県 紀元二千六百年記念富山
県立図書館

戦災、353坪全焼。第一期復旧本
館111坪附属建物21坪　経費百万
円ニテ着手

1 2 52 4 1
富山県立図書館：昭和20年8月2日富山市の戦災により蔵
書39,011冊焼失、館舎全焼。（『富山県図書館概観』富山県図書
館協会編、富山県立図書館、1951　p.2）

村立堀川図書館：2,070冊焼失、館舎全焼。富山市
国民学校図書室（10校）：27,144冊焼失、館舎全焼。
富山市内中等学校図書室（3校）：6,532冊焼失、館舎
全焼（『富山県図書館概観』富山県図書館協会編、富山県立図
書館、1951　p.2）

（私立）浅田図書館：
13,989冊焼失、館舎全焼。

（『富山県図書館概観』富山県図
書館協会編、富山県立図書館、
1951　p.2）

富山県立図書館：昭和20年2月郷土誌と貴重書の疎開を決めた。3
月中旬、中新川郡追分の海恵寺に6台出した。すぐに第2次疎開を
考え、上新川郡月岡村西光寺に、叢書、全集、善本、志田文庫を
本棚とも移した。さらに6月破損していない良い本を市内太田本郷
円光寺に3台搬出した。ほとんどめぼしいもの6万冊余疎開した。

（大田栄太郎「疎開と前田文書のことなど」『20年の歩み』富山県立図書館、
1960.2　pp.22～23）
富山県立図書館：昭和20年3月27日図書疎開がはじまった（7月30
日第9次までの計、約6万5千冊）。（『二十年の歩み』富山県立図書館、
1960.2　p.37）

石川県 石川県立中央図書館 ナシ 0 0 123 1 0 石川県図書館：戦災による被害はなく（『石川県立図書館七十
年のあゆみ』石川県立図書館、1983.3　p.28）

金沢市立図書館：昭和20年4月1日図書疎開のために休館（『近代日本
公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.113）

福井県 福井市立福井図書館 戦災 1 0 5 0 1

福井市立図書館；昭和20年7月　一時蔵書の疎開などに
より休館を余儀なくされる。図書館、及び市内の小学校
に委託した一部の蔵書が灰燼に帰す。（福井市HP「福井市立
図 書 館 の 沿 革」https://www.city.fukui.lg.jp/kyoiku/library/guide/
libhistory.html）（2024.2.22確認）

福井市立図書館：昭和20年7月13日～15日蔵書を花月国民学校へ
疎開。
敦賀市立図書館：昭和20年7月敦賀市国民学校に転移、疎開（『近代
日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9
　pp.115～116）

山梨県 山梨県立図書館 ナシ、全館舎接収 0 1 4 3 0 山梨県図書館：戦災にあわず、蔵書の焼失を免れた。
（『山梨県立図書館50年のあゆみ』山梨県立図書館、1980.10　p.6）

1
市立甲府図書館：昭和20年7月6日、空襲で被災。

（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日
本図書館協会、2009.9　p.115）

山梨県立図書館：昭和20年はじめ、特に資料的価値の高い一部図
書を神山村武田八幡神社と日野春村穂見神社に疎開（『山梨県立図書
館50年のあゆみ』山梨県立図書館、1980.10　p.6）
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空襲による図書館罹災とその対策の一つとしての図書疎開
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東京都

28館中日比谷他11館、蔵書約73万冊中、日比谷の
20余万を含め40余万冊を失った。（『五十年紀要』日比
谷図書館、1959　p.50）
八王子市立図書館：昭和20年8月2日、空襲により罹
災。（『戦災復興誌　第8巻』 建設省編　大空社、1991.12　
p.248）

日比谷図書館：各館所蔵の児童図書1万3千余冊を1区平均1千冊宛国
民学校を通じて児童疎開地に提供。教育図書を疎開児童付添教員に
提供（約1万5千冊）
昭和20年2月以降終戦頃までに40余万冊、約220～230万円の予算で
購入し、疎開を完了した（戦時特別買上図書）（『五十年紀要』日比谷図書
館、1959　pp.51～52）

（昭和18年）9月図書疎開について具体的な行動に入り、昭和19年1月
29日東京誌料中浮世絵全部都バス一台で多西村個人氏倉庫の二階に
納めたのが最初。（細谷重義「戦時中図書の買上げとその疎開事業」『ひびや：
東京都立中央図書館報』第128号、東京都立中央図書館、1979.3　pp.13～16）

（私立）大橋図書館：昭和19年2月貴重書の疎開を検討。昭和19年3月
貴重書を（新潟県）加茂町立図書館へ疎開（合計252点）。昭和20年3月
貴重書を（新潟県）加茂町立図書館へ疎開しようと検討していたが中
止になる。4月別の疎開先と交渉する。（『大橋図書館四十年史 復刻版　
別冊付録』博文館新社、2006.3　pp.4～5 ほか小林氏からの情報）

神奈川県 1 27 2 0
金沢文庫：記述なし（『神奈川県図書館史』神奈川県図書館協
会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、1966　pp.242～
243）

2

川崎市立図書館：昭和20年4月焼失、1万3千冊罹災。
平塚市図書館：焼失。（『神奈川県図書館史』神奈川県図書
館協会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、1966　
p.231、pp.242～244）

（私立）弘明寺図書館：
6,175冊罹災、昭和20年
4月。

（私立）大師図書館焼失、
1万5千560冊罹災、昭和
20年4月。私立山口文庫
焼失、1万冊罹災。
平塚青年図書館：昭和
20年7月焼失。（『神奈川県
図書館史』神奈川県図書館協
会図書館史編集委員会編、
神奈川県立図書館、 1966　
p.231、pp.242～243）

川崎市立図書館：500冊を川崎市溝ノ口桝形山道場に疎開（『神奈川
県図書館史』神奈川県図書館協会図書館史編集委員会編、神奈川県立図書館、 
1966　pp.242～243）

新潟県 明治記念新潟県立図書館 ナシ 0 1 61 0 0 新潟県立図書館：記述なし（『新潟県立図書館年報　令和5年
度』新潟県立図書館、2023.8） 1

互尊文庫：昭和20年8月1日（新潟）長岡市空襲で罹災
壊滅。蔵書7万8千余冊も灰じんに帰した。（『新潟県立
新潟図書館50年史』新潟図書館、1965　P.41）

新潟県立図書館：昭和20年4月貴重書（465点外史跡名勝天然記念
物調査書類356冊）を西蒲原郡岩室村、北蒲原郡安田村及び中条町
に疎開分散（『新潟県立新潟図書館50年史』新潟図書館、1965　pp.40～41)

富山県 紀元二千六百年記念富山
県立図書館

戦災、353坪全焼。第一期復旧本
館111坪附属建物21坪　経費百万
円ニテ着手

1 2 52 4 1
富山県立図書館：昭和20年8月2日富山市の戦災により蔵
書39,011冊焼失、館舎全焼。（『富山県図書館概観』富山県図書
館協会編、富山県立図書館、1951　p.2）

村立堀川図書館：2,070冊焼失、館舎全焼。富山市
国民学校図書室（10校）：27,144冊焼失、館舎全焼。
富山市内中等学校図書室（3校）：6,532冊焼失、館舎
全焼（『富山県図書館概観』富山県図書館協会編、富山県立図
書館、1951　p.2）

（私立）浅田図書館：
13,989冊焼失、館舎全焼。

（『富山県図書館概観』富山県図
書館協会編、富山県立図書館、
1951　p.2）

富山県立図書館：昭和20年2月郷土誌と貴重書の疎開を決めた。3
月中旬、中新川郡追分の海恵寺に6台出した。すぐに第2次疎開を
考え、上新川郡月岡村西光寺に、叢書、全集、善本、志田文庫を
本棚とも移した。さらに6月破損していない良い本を市内太田本郷
円光寺に3台搬出した。ほとんどめぼしいもの6万冊余疎開した。

（大田栄太郎「疎開と前田文書のことなど」『20年の歩み』富山県立図書館、
1960.2　pp.22～23）
富山県立図書館：昭和20年3月27日図書疎開がはじまった（7月30
日第9次までの計、約6万5千冊）。（『二十年の歩み』富山県立図書館、
1960.2　p.37）

石川県 石川県立中央図書館 ナシ 0 0 123 1 0 石川県図書館：戦災による被害はなく（『石川県立図書館七十
年のあゆみ』石川県立図書館、1983.3　p.28）

金沢市立図書館：昭和20年4月1日図書疎開のために休館（『近代日本
公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.113）

福井県 福井市立福井図書館 戦災 1 0 5 0 1

福井市立図書館；昭和20年7月　一時蔵書の疎開などに
より休館を余儀なくされる。図書館、及び市内の小学校
に委託した一部の蔵書が灰燼に帰す。（福井市HP「福井市立
図 書 館 の 沿 革」https://www.city.fukui.lg.jp/kyoiku/library/guide/
libhistory.html）（2024.2.22確認）

福井市立図書館：昭和20年7月13日～15日蔵書を花月国民学校へ
疎開。
敦賀市立図書館：昭和20年7月敦賀市国民学校に転移、疎開（『近代
日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9
　pp.115～116）

山梨県 山梨県立図書館 ナシ、全館舎接収 0 1 4 3 0 山梨県図書館：戦災にあわず、蔵書の焼失を免れた。
（『山梨県立図書館50年のあゆみ』山梨県立図書館、1980.10　p.6）

1
市立甲府図書館：昭和20年7月6日、空襲で被災。

（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日
本図書館協会、2009.9　p.115）

山梨県立図書館：昭和20年はじめ、特に資料的価値の高い一部図
書を神山村武田八幡神社と日野春村穂見神社に疎開（『山梨県立図書
館50年のあゆみ』山梨県立図書館、1980.10　p.6）
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長野県 長野県立長野図書館 ナシ 0 0 73 2 0
長野県立長野図書館：昭和20年8月13日には長野市およ
び篠ノ井・松代の両市が銃爆撃を受けたが、館に被害は
なかった。（『県立長野図書館三十年史』長野図書館、1959　p.84）

長野県立長野図書館：昭和20年7月13日郷土資料を長野市外丹波
島の個人宅へ疎開。24日貴重図書蔵書を上水内郡浅川村舎利の個
人宅への疎開。8月8日から11日にかけて個人宅へ蔵書の疎開を
行った。蔵書約1千冊を更級郡塩崎国民学校など6団体へ疎開を兼
ねて特別貸出の形で保管を依頼。引き続き上水内郡御山里国民学
校へ蔵書を疎開しようと準備の最中に終戦を迎えた。（『県立長野図
書館三十年史』長野図書館、1959　pp.83～84）

岐阜県 岐阜県立岐阜図書館 戦災 1 3 1 2 1 県立岐阜図書館：昭和20年7月9日空襲により罹災。
（『戦災復興誌　第6巻』 建設省編、大空社、1991.6　p.152）

1 大垣図書館：昭和20年7月29日の空襲により罹災。
（『戦災復興誌　第7巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.257）

県立岐阜図書館：昭和20年6月10日市内の寺院に郷土資料など1
万5千冊を疎開（～6.30）（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉
和久編、日本図書館協会、2009.9　p.114）

静岡県 静岡県立葵文庫 戦災、一部復旧、一部接収 1 2 22 0 1
中央図書館（静岡県立葵文庫）：昭和20年6月17日焼夷弾
の攻撃で講堂と木造付属施設が焼失したが、書庫と本館
は罹災を免れた。（『図書館雑誌　第40年第2号』1946.8　p.32）

2

浜松市立図書館：昭和20年6月17日戦災によって全
焼。蔵書も全部焼失。清水市立図書館：昭和20年7
月7日戦災によって全焼。（『図書館雑誌　第40年第2号』
1946.8　p.17）

静岡県立葵文庫：昭和20年3月貴重図書を市外に疎開。（『近代日
本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　
p.113）

愛知県 4 36 2 3

岡崎市立図書館：昭和20年7月20日戦災のため焼失。
一宮市立図書館：昭和20年7月28日戦災のため焼
失。（『愛知県図書館史年表資料考説 : 愛知県における図書
館のあゆみ』加藤三郎編著、中部図書館学会、1981.3　p.96）

名古屋市立図書館（現・鶴舞図書館）：（昭和20年）
3月19日焼夷弾の直撃を受け、大半を焼失、蔵書12
万冊も灰にしてしまった。（『栄図書館40年誌』栄図書館、
1965　p.22）

一宮市立図書館：一部図書を市内西成国民学校・赤見国民学校・
瀬部国民学校へ疎開（『愛知県図書館史年表資料考説 : 愛知県における図書
館のあゆみ』加藤三郎編著、中部図書館学会、1981.3　p.96）
名古屋市立図書館（現・鶴舞図書館）：昭和20年3月17日第1回分を
近くの市公会堂地下室へ疎開（『鶴舞図書館四十年史』舞鶴図書館、1963
　p.57）
豊橋市立図書館：昭和20年3月9日漢籍のうち貴重なもの688冊を
市立公益質屋書庫に疎開。昭和20年8月4日市立公益質屋書庫にあっ
た貴重図書と洋装本1,088冊を愛郷国民学校へ疎開（『豊橋市立図書館
50年のあゆみ』豊橋市立図書館編、豊橋市教育委員会、1962　pp.37～38）

三重県 三重県立図書館 20.7.27.戦災 1 3 21 1 1
三重県立図書館：昭和20年7月28日戦災を受けて全館焼
失し、資料約1万9千冊を焼失。（『津市史　第5巻』 西田重嗣、
津市役所、1969.3　p.319）

1
四日市市立図書館：昭和20年6月18日空襲により旧
館舎と1万7千冊の蔵書を焼失。（『四日市市立図書館50
年の歩み』四日市市立図書館、1959　p.10）

三重県立図書館：昭和20年に資料の一部を疎開した。（『津市史　第
5巻』西田重嗣、津市役所、1969.3　pp.318～319）
四日市市立図書館：昭和20年5月に貴重図書約1千冊を水谷館長の
自宅に疎開したほか、多数の図書を各地へ分散疎開した。（『四日
市市立図書館50年の歩み』四日市市立図書館、1959　p.10）

滋賀県 滋賀県立図書館 ナシ 0 0 8 0 0 滋賀県立図書館：記述なし（『滋賀の図書館：歴史と現状』 平
田守衛著、1980.7）

滋賀県立図書館：昭和20年4月に蔵書を県公会堂に、7月に市公会
堂に移転。（『滋賀の図書館：歴史と現状』 平田守衛著、1980.7　p.212）

京都府 京都府立京都図書館 ナシ 0 0 4 3 0 京都府立京都図書館：記述なし（『事業概要（令和４年度のま
とめ）』京都府立図書館、2023.10）

大阪府 大阪府立図書館 ナシ 0 2 5 2 0 大阪府立図書館：記述なし（『大阪府立中央図書館要覧2023』
2023.5）

5

昭和20年3月（13日～ 14日）大阪大空襲で開館準備中
であった大阪市立育英図書館が開館を迎えることな
く焼失。唯一開館していた今宮図書館と旧阿波座・
旧御蔵跡図書館（託児所に転用）の建物も全焼。（『大
阪市立図書館100年史』大阪市立図書館、2021.12　p.10）
堺市立図書館：昭和20年7月26日堺大空襲により書
庫を除いて全館焼失。田島清館長は、10日間書庫の
防護壁を外さず、資料焼失を免れる。（『近代日本公共
図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、
2009.9　p.115）

大阪府立図書館：昭和20年3月29日貴重書の疎開開始。（『近代日
本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　
p.113）

兵庫県 1 11 2 1
兵庫巡回文庫：昭和20年3月17日戦災により蔵書一部焼
失（2万2千冊）（『兵庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、
1984.10　p.26）

5

神戸市立図書館：昭和20年3月17日　戦災被爆。
神戸市立図書館上筒井分館：昭和20年6月5日　戦災
焼失。
住吉村立住吉図書館：昭和20年6月5日　戦災により
全蔵書焼失。
姫路図書館：昭和20年7月3日　戦災により全焼。
西宮市立図書館：昭和20年8月5日　戦災により一
部焼失（『兵庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、　
1984.10　p.27）

兵庫県巡回文庫：昭和19年3月25日　蔵書一部疎開（加古郡加古
川国民学校）。昭和20年3月　蔵書一部疎開（朝養地方事務所）（『兵
庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、　1984.10　pp.25～27）
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長野県 長野県立長野図書館 ナシ 0 0 73 2 0
長野県立長野図書館：昭和20年8月13日には長野市およ
び篠ノ井・松代の両市が銃爆撃を受けたが、館に被害は
なかった。（『県立長野図書館三十年史』長野図書館、1959　p.84）

長野県立長野図書館：昭和20年7月13日郷土資料を長野市外丹波
島の個人宅へ疎開。24日貴重図書蔵書を上水内郡浅川村舎利の個
人宅への疎開。8月8日から11日にかけて個人宅へ蔵書の疎開を
行った。蔵書約1千冊を更級郡塩崎国民学校など6団体へ疎開を兼
ねて特別貸出の形で保管を依頼。引き続き上水内郡御山里国民学
校へ蔵書を疎開しようと準備の最中に終戦を迎えた。（『県立長野図
書館三十年史』長野図書館、1959　pp.83～84）

岐阜県 岐阜県立岐阜図書館 戦災 1 3 1 2 1 県立岐阜図書館：昭和20年7月9日空襲により罹災。
（『戦災復興誌　第6巻』 建設省編、大空社、1991.6　p.152）

1 大垣図書館：昭和20年7月29日の空襲により罹災。
（『戦災復興誌　第7巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.257）

県立岐阜図書館：昭和20年6月10日市内の寺院に郷土資料など1
万5千冊を疎開（～6.30）（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉
和久編、日本図書館協会、2009.9　p.114）

静岡県 静岡県立葵文庫 戦災、一部復旧、一部接収 1 2 22 0 1
中央図書館（静岡県立葵文庫）：昭和20年6月17日焼夷弾
の攻撃で講堂と木造付属施設が焼失したが、書庫と本館
は罹災を免れた。（『図書館雑誌　第40年第2号』1946.8　p.32）

2

浜松市立図書館：昭和20年6月17日戦災によって全
焼。蔵書も全部焼失。清水市立図書館：昭和20年7
月7日戦災によって全焼。（『図書館雑誌　第40年第2号』
1946.8　p.17）

静岡県立葵文庫：昭和20年3月貴重図書を市外に疎開。（『近代日
本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　
p.113）

愛知県 4 36 2 3

岡崎市立図書館：昭和20年7月20日戦災のため焼失。
一宮市立図書館：昭和20年7月28日戦災のため焼
失。（『愛知県図書館史年表資料考説 : 愛知県における図書
館のあゆみ』加藤三郎編著、中部図書館学会、1981.3　p.96）

名古屋市立図書館（現・鶴舞図書館）：（昭和20年）
3月19日焼夷弾の直撃を受け、大半を焼失、蔵書12
万冊も灰にしてしまった。（『栄図書館40年誌』栄図書館、
1965　p.22）

一宮市立図書館：一部図書を市内西成国民学校・赤見国民学校・
瀬部国民学校へ疎開（『愛知県図書館史年表資料考説 : 愛知県における図書
館のあゆみ』加藤三郎編著、中部図書館学会、1981.3　p.96）
名古屋市立図書館（現・鶴舞図書館）：昭和20年3月17日第1回分を
近くの市公会堂地下室へ疎開（『鶴舞図書館四十年史』舞鶴図書館、1963
　p.57）
豊橋市立図書館：昭和20年3月9日漢籍のうち貴重なもの688冊を
市立公益質屋書庫に疎開。昭和20年8月4日市立公益質屋書庫にあっ
た貴重図書と洋装本1,088冊を愛郷国民学校へ疎開（『豊橋市立図書館
50年のあゆみ』豊橋市立図書館編、豊橋市教育委員会、1962　pp.37～38）

三重県 三重県立図書館 20.7.27.戦災 1 3 21 1 1
三重県立図書館：昭和20年7月28日戦災を受けて全館焼
失し、資料約1万9千冊を焼失。（『津市史　第5巻』 西田重嗣、
津市役所、1969.3　p.319）

1
四日市市立図書館：昭和20年6月18日空襲により旧
館舎と1万7千冊の蔵書を焼失。（『四日市市立図書館50
年の歩み』四日市市立図書館、1959　p.10）

三重県立図書館：昭和20年に資料の一部を疎開した。（『津市史　第
5巻』西田重嗣、津市役所、1969.3　pp.318～319）
四日市市立図書館：昭和20年5月に貴重図書約1千冊を水谷館長の
自宅に疎開したほか、多数の図書を各地へ分散疎開した。（『四日
市市立図書館50年の歩み』四日市市立図書館、1959　p.10）

滋賀県 滋賀県立図書館 ナシ 0 0 8 0 0 滋賀県立図書館：記述なし（『滋賀の図書館：歴史と現状』 平
田守衛著、1980.7）

滋賀県立図書館：昭和20年4月に蔵書を県公会堂に、7月に市公会
堂に移転。（『滋賀の図書館：歴史と現状』 平田守衛著、1980.7　p.212）

京都府 京都府立京都図書館 ナシ 0 0 4 3 0 京都府立京都図書館：記述なし（『事業概要（令和４年度のま
とめ）』京都府立図書館、2023.10）

大阪府 大阪府立図書館 ナシ 0 2 5 2 0 大阪府立図書館：記述なし（『大阪府立中央図書館要覧2023』
2023.5）

5

昭和20年3月（13日～ 14日）大阪大空襲で開館準備中
であった大阪市立育英図書館が開館を迎えることな
く焼失。唯一開館していた今宮図書館と旧阿波座・
旧御蔵跡図書館（託児所に転用）の建物も全焼。（『大
阪市立図書館100年史』大阪市立図書館、2021.12　p.10）
堺市立図書館：昭和20年7月26日堺大空襲により書
庫を除いて全館焼失。田島清館長は、10日間書庫の
防護壁を外さず、資料焼失を免れる。（『近代日本公共
図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、
2009.9　p.115）

大阪府立図書館：昭和20年3月29日貴重書の疎開開始。（『近代日
本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　
p.113）

兵庫県 1 11 2 1
兵庫巡回文庫：昭和20年3月17日戦災により蔵書一部焼
失（2万2千冊）（『兵庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、
1984.10　p.26）

5

神戸市立図書館：昭和20年3月17日　戦災被爆。
神戸市立図書館上筒井分館：昭和20年6月5日　戦災
焼失。
住吉村立住吉図書館：昭和20年6月5日　戦災により
全蔵書焼失。
姫路図書館：昭和20年7月3日　戦災により全焼。
西宮市立図書館：昭和20年8月5日　戦災により一
部焼失（『兵庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、　
1984.10　p.27）

兵庫県巡回文庫：昭和19年3月25日　蔵書一部疎開（加古郡加古
川国民学校）。昭和20年3月　蔵書一部疎開（朝養地方事務所）（『兵
庫県公共図書館史年表』兵庫県立図書館編、　1984.10　pp.25～27）
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奈良県 奈良県立奈良図書館 ナシ 0 0 11 9 0 奈良県立奈良図書館：記述なし（『奈良県立図書館小史』奈良
県立奈良図書館編、1977.3）

県立奈良図書館：昭和20年3月27日貴重図書の疎開始まる（疎開
先、東里村須川、東市村八島、平城村押熊）。（『奈良県立図書館小史』
奈良県立奈良図書館編、1977.3　p.22） 

和歌山県 和歌山県立図書館 ナシ 0 0 2 1 0
和歌山県立図書館：戦災を免れた。（和歌山県立図書館HP

「沿革」https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/honkan/gaiyo/post-1.
html）（2024.2.2 確認）

和歌山県立図書館：昭和20年7月16日空襲激化のため郷土史料を
那賀郡真国村に疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和
久編、日本図書館協会、2009.9　p.115）

鳥取県 鳥取県立鳥取図書館 ナシ 0 0 5 3 0 鳥取図書館：記述なし（『鳥取県立図書館二十年史』鳥取図書館、
1952）

鳥取図書館：昭和20年7月最も重要な図書館資料を疎開しようと
計画中だったが、7月1日図書館を県庁舎に充用するため全館移転
するように県知事より指示が来た。
１　特別預託疎開　郷土資料および貴重図書32箱を八頭郡山間部

個人宅5箇所に預託。
２　学校預託疎開　重要図書215箱を岩美郡および八頭郡山間部

の国民学校10校に預託。
３　学校貸与疎開　普通閲覧用図書約2千冊を鳥取市を中心とし

た国民学校および青年学校30校に貸与。
４　個人貸与疎開　普通閲覧用図書約1千冊を八頭郡社村村長宅

に貸与。
５　職員貸与疎開　普通閲覧用図書などを5人の職員に貸与。

（『鳥取県立図書館二十年史』鳥取図書館、1952　p.10）

島根県 島根県立松江図書館 ナシ　新館舎落成移転 0 0 9 0 0
島根県立松江図書館：昭和20年8月 太平洋戦争し烈とな
り、松江市川津町に疎開して業務を続行。（『要覧　令和5年
度』島根県立図書館、2023.7　p.28）

岡山県 岡山県立図書館 戦災　復旧 1 3 21 6 1

岡山県立図書館：昭和20年6月29日岡山市空襲により、
館舎は書庫の外壁を残して全焼、書庫に収蔵されていた
資料16万冊も焼失。（『岡山県立図書館60年史』岡山県総合文化
センター、1967　p.57）

1
岡山図書館：昭和20年6月29日岡山市空襲により罹
災し、蔵書6万7千冊焼失。（『岡山県立図書館60年史』岡
山県総合文化センター、1967　p.60）

岡山県立図書館：西大寺市大多羅の元義文庫（寄神社・中山家）に
疎開した貴重書約2,700冊は戦火を免れた。（『岡山県立図書館60年
史』岡山県総合文化センター、1967　p.57）

広島県 広島市立浅野図書館 戦災 1 2 2 169 1

広島市立浅野図書館：昭和20年8月6日原爆により焼失。
第2次疎開分として予定されていた約1万冊の準貴重書を
はじめ、残された蔵書約8万5千冊はすべて焼失した。（森
岡祐二「広島の原爆と被災図書」『図書館雑誌』第74巻第8号、日本
図書館協会、1980.8　pp.390～391）

広島市立浅野図書館：昭和20年7月に貴重書8,411冊及び絵図類
約9千点を安佐郡安村光明寺、安佐郡伴村専念寺・願行寺、佐伯
郡石内村浄土寺に分散疎開。（森岡祐二「広島の原爆と被災図書」『図書
館雑誌』第74巻第8号、日本図書館協会、1980.8　pp.390～391）

山口県 行啓記念山口県立図書館 ナシ 0 1 3 62 0

県立山口図書館：貸出文庫の貸出先での図書焼失。空襲
による児玉文庫や宇部市立図書館の焼失。山口県全体で
戦災より失われた図書はおよそ7万冊ともいわれる。（『山
口県図書館協会創立100年記念誌』山口県図書館協会創立百年記念
誌委員会編、山口県図書館協会、　2009.10　p.7）

3

宇部市立図書館：昭和20年7月2日戦災により一切を
焼失。
児玉文庫：昭和20年7月26日徳山市の空襲により一
切を焼失。
光市立浅江図書館：昭和20年8月14日空襲直撃によ
り全蔵書焼失。（『山口県図書館協会創立100年記念誌』山
口県図書館協会創立百年記念誌委員会編、山口県図書館協
会、　2009.10　pp.44～45）

県立山口図書館：昭和20年6月22日貴重図書を疎開開始。
岩国図書館：昭和20年7月13日、吉香文庫へ図書の疎開開始。
三哲文庫：昭和20年7月18日図書疎開。
小野田市立小野田図書館：昭和20年7月20日図書を分散疎開（『山
口県図書館協会創立100年記念誌』山口県図書館協会創立百年記念誌委員会
編、山口県図書館協会、　2009.10　pp.44～45）

徳島県 徳島県立光慶図書館 戦災、全焼、館舎計画中 1 3 0 6 1

徳島県立光慶図書館：昭和20年7月3日夜半から4日未明
にわたる徳島市大空襲により、書庫の外部構造を残すだ
けで、館舎および在庫資料のすべてを失った。（『徳島県立
図書館50年史』徳島県立図書館、1966　p.17）

徳島県立光慶図書館：昭和20年6月28日、阿波国文庫中稀覯本
660冊を徳島市の個人宅に疎開。一般図書約3千500冊は、貞光国
民学校・入田国民学校・平島青年学校・阿南青年学校・嵯峨国民
学校・坂州木頭青年学校・川上青年学校・高樋国民学校などに分
散疎開。（『徳島県立図書館50年史』徳島県立図書館、1966　p.17）

香川県 香川県立図書館 戦災、館舎新築中 1 1 17 3 1
香川県立図書館：昭和20年7月4日の高松空襲で約10万冊
の蔵書と表誠館を焼失。（『香川県立図書館50年誌』香川県立図
書館編、香川県立図書館、1985.5　p.4）

香川県立図書館：昭和18年4月図書の疎開計画をした。昭和20年
3月20日女学校生徒に疎開図書目録を作成していたやさきに、図
書館が接収された。図書は石清尾八幡神社神庫・栗林公園商工奨
励館倉庫・一宮神社神庫・県史編纂委員宅へ疎開を始めた。（『香
川県立図書館50年誌』香川県立図書館編、香川県立図書館、1985.5　p.4）
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奈良県 奈良県立奈良図書館 ナシ 0 0 11 9 0 奈良県立奈良図書館：記述なし（『奈良県立図書館小史』奈良
県立奈良図書館編、1977.3）

県立奈良図書館：昭和20年3月27日貴重図書の疎開始まる（疎開
先、東里村須川、東市村八島、平城村押熊）。（『奈良県立図書館小史』
奈良県立奈良図書館編、1977.3　p.22） 

和歌山県 和歌山県立図書館 ナシ 0 0 2 1 0
和歌山県立図書館：戦災を免れた。（和歌山県立図書館HP

「沿革」https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/honkan/gaiyo/post-1.
html）（2024.2.2 確認）

和歌山県立図書館：昭和20年7月16日空襲激化のため郷土史料を
那賀郡真国村に疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和
久編、日本図書館協会、2009.9　p.115）

鳥取県 鳥取県立鳥取図書館 ナシ 0 0 5 3 0 鳥取図書館：記述なし（『鳥取県立図書館二十年史』鳥取図書館、
1952）

鳥取図書館：昭和20年7月最も重要な図書館資料を疎開しようと
計画中だったが、7月1日図書館を県庁舎に充用するため全館移転
するように県知事より指示が来た。
１　特別預託疎開　郷土資料および貴重図書32箱を八頭郡山間部

個人宅5箇所に預託。
２　学校預託疎開　重要図書215箱を岩美郡および八頭郡山間部

の国民学校10校に預託。
３　学校貸与疎開　普通閲覧用図書約2千冊を鳥取市を中心とし

た国民学校および青年学校30校に貸与。
４　個人貸与疎開　普通閲覧用図書約1千冊を八頭郡社村村長宅

に貸与。
５　職員貸与疎開　普通閲覧用図書などを5人の職員に貸与。

（『鳥取県立図書館二十年史』鳥取図書館、1952　p.10）

島根県 島根県立松江図書館 ナシ　新館舎落成移転 0 0 9 0 0
島根県立松江図書館：昭和20年8月 太平洋戦争し烈とな
り、松江市川津町に疎開して業務を続行。（『要覧　令和5年
度』島根県立図書館、2023.7　p.28）

岡山県 岡山県立図書館 戦災　復旧 1 3 21 6 1

岡山県立図書館：昭和20年6月29日岡山市空襲により、
館舎は書庫の外壁を残して全焼、書庫に収蔵されていた
資料16万冊も焼失。（『岡山県立図書館60年史』岡山県総合文化
センター、1967　p.57）

1
岡山図書館：昭和20年6月29日岡山市空襲により罹
災し、蔵書6万7千冊焼失。（『岡山県立図書館60年史』岡
山県総合文化センター、1967　p.60）

岡山県立図書館：西大寺市大多羅の元義文庫（寄神社・中山家）に
疎開した貴重書約2,700冊は戦火を免れた。（『岡山県立図書館60年
史』岡山県総合文化センター、1967　p.57）

広島県 広島市立浅野図書館 戦災 1 2 2 169 1

広島市立浅野図書館：昭和20年8月6日原爆により焼失。
第2次疎開分として予定されていた約1万冊の準貴重書を
はじめ、残された蔵書約8万5千冊はすべて焼失した。（森
岡祐二「広島の原爆と被災図書」『図書館雑誌』第74巻第8号、日本
図書館協会、1980.8　pp.390～391）

広島市立浅野図書館：昭和20年7月に貴重書8,411冊及び絵図類
約9千点を安佐郡安村光明寺、安佐郡伴村専念寺・願行寺、佐伯
郡石内村浄土寺に分散疎開。（森岡祐二「広島の原爆と被災図書」『図書
館雑誌』第74巻第8号、日本図書館協会、1980.8　pp.390～391）

山口県 行啓記念山口県立図書館 ナシ 0 1 3 62 0

県立山口図書館：貸出文庫の貸出先での図書焼失。空襲
による児玉文庫や宇部市立図書館の焼失。山口県全体で
戦災より失われた図書はおよそ7万冊ともいわれる。（『山
口県図書館協会創立100年記念誌』山口県図書館協会創立百年記念
誌委員会編、山口県図書館協会、　2009.10　p.7）

3

宇部市立図書館：昭和20年7月2日戦災により一切を
焼失。
児玉文庫：昭和20年7月26日徳山市の空襲により一
切を焼失。
光市立浅江図書館：昭和20年8月14日空襲直撃によ
り全蔵書焼失。（『山口県図書館協会創立100年記念誌』山
口県図書館協会創立百年記念誌委員会編、山口県図書館協
会、　2009.10　pp.44～45）

県立山口図書館：昭和20年6月22日貴重図書を疎開開始。
岩国図書館：昭和20年7月13日、吉香文庫へ図書の疎開開始。
三哲文庫：昭和20年7月18日図書疎開。
小野田市立小野田図書館：昭和20年7月20日図書を分散疎開（『山
口県図書館協会創立100年記念誌』山口県図書館協会創立百年記念誌委員会
編、山口県図書館協会、　2009.10　pp.44～45）

徳島県 徳島県立光慶図書館 戦災、全焼、館舎計画中 1 3 0 6 1

徳島県立光慶図書館：昭和20年7月3日夜半から4日未明
にわたる徳島市大空襲により、書庫の外部構造を残すだ
けで、館舎および在庫資料のすべてを失った。（『徳島県立
図書館50年史』徳島県立図書館、1966　p.17）

徳島県立光慶図書館：昭和20年6月28日、阿波国文庫中稀覯本
660冊を徳島市の個人宅に疎開。一般図書約3千500冊は、貞光国
民学校・入田国民学校・平島青年学校・阿南青年学校・嵯峨国民
学校・坂州木頭青年学校・川上青年学校・高樋国民学校などに分
散疎開。（『徳島県立図書館50年史』徳島県立図書館、1966　p.17）

香川県 香川県立図書館 戦災、館舎新築中 1 1 17 3 1
香川県立図書館：昭和20年7月4日の高松空襲で約10万冊
の蔵書と表誠館を焼失。（『香川県立図書館50年誌』香川県立図
書館編、香川県立図書館、1985.5　p.4）

香川県立図書館：昭和18年4月図書の疎開計画をした。昭和20年
3月20日女学校生徒に疎開図書目録を作成していたやさきに、図
書館が接収された。図書は石清尾八幡神社神庫・栗林公園商工奨
励館倉庫・一宮神社神庫・県史編纂委員宅へ疎開を始めた。（『香
川県立図書館50年誌』香川県立図書館編、香川県立図書館、1985.5　p.4）
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愛媛県 愛媛県立図書館 ナシ 0 3 14 7 0 愛媛県立図書館：記述なし（『愛媛県立図書館 要覧 令和４年
度』愛媛県立図書館、2022.8）

2

松山市図書館：昭和20年7月26日の空襲で罹災。（『戦
災復興誌　第6巻』 建設省編、大空社、1991.6　p.443）。
今治市図書館：昭和20年8月4日の空襲で罹災。（『戦
災復興誌　第7巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.653）

（私立）伊達図書館：昭和
20年7月被災全焼。（『近代
日本公共図書館年表　1867
～2005』奥泉和久編、日本図
書館協会、2009.9　p.116）

高知県 高知県立図書館 戦災全焼、復興予算4百万円 1 2 16 1 1

高知県立図書館：昭和20年7月4日蔵書13万冊とともに全
焼。貴重蔵書土佐史料、土佐群書類従、兼松文書などの
疎開準備を終え、移動間際に全焼した。（『高知県立図書館
100年の歩み』高知県立図書館、1981.3　p.22）

高知県立図書館：昭和20年4月から疎開準備に入った。和本と洋本
約2万冊を選んで箱づめにした。疎開先は大栃方面に求めて交渉を
開始した。物部の岡の内公会堂がよいということになったが、地元
民に反対されたが説得をして納得してもらった。軍と交渉して疎開
用のトラック3台を都合してもらうことになり、ガソリンの配給の
こともあって最終的に7月8日に疎開することが決まった。7月4日早
暁高知市はB29の大空襲を受け、梱包されたトラック3台分の貴重
蔵書を含む約13万冊が県立図書館の建物もろともに灰燼に帰した。

（『高知県立図書館100年の歩み』高知県立図書館、1981.3　pp.22～23）

福岡県 福岡県立図書館 戦災９百万円程度デ復興計画中、
敷地ハ既ニ交渉中 1 2 20 0 1 福岡県立図書館：昭和20年5月19日、空襲で罹災。（『戦災

復興誌　第9巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.555）　 2

門司市立図書館：昭和20年6月29日空襲により焼失。
八幡製作所図書館：昭和20年8月8日空襲で焼失。

（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日
本図書館協会、2009.9　p.114）

佐賀県 佐賀県立佐賀図書館 ナシ 0 0 7 5 0 佐賀図書館：空襲に備えて、書庫北側に防空壕を掘った。
（『佐賀県立図書館60年のあゆみ」佐賀県立図書館、1973　p.45）

佐賀図書館：ブリタニカなどの貴重辞書類、鉄眼版の大蔵経など
百点を大八車に積んで、佐賀市水ヶ江の鍋島内庫所、佐賀郡本庄
村高伝寺に分散疎開。（『佐賀県立図書館60年のあゆみ」佐賀県立図書館、
1973　p.45）

長崎県 長崎県立長崎図書館 戦災、四分通復旧、未復旧 450,000
円ヲ要ス 1 1 24 22 1

長崎県立長崎図書館：昭和20年8月9日原爆被弾の際火災は
免れたものの、爆風により屋根は大穴をうがたれガラス窓
は飛散し、書架の一部は倒壊。蔵書のうち雨漏りのため約
3千冊使用不能となり、貸出中の約3万冊が戦災により焼失。

（『図書館雑誌　第40年第1号』1946.6　p.14）

1 佐世保市立図書館：昭和20年7月戦災により焼失。
（『図書館雑誌　第40年第1号』1946.6　p.14）

熊本県 熊本県立熊本図書館 戦災全焼 1 3 3 0 1
県立熊本図書館：昭和20年7月2日熊本大空襲により建物
全焼。蔵書8万3千冊焼失。（『50年のあゆみ』熊本県立図書館、
1962　p.10）

熊本図書館：昭和20年夏、一部を飽託郡御幸村木部に疎開させよ
うと準備を進めた。疎開前夜の7月2日の空襲により、建物資料一
切が烏有に帰した。（『50年のあゆみ』熊本県立図書館、1962　p.23）

大分県 大分県立大分図書館 戦災 1 1 2 6 1
大分県立大分図書館：昭和20年7月16日空襲により館舎
及び蔵書（1万5千冊）を焼失。（『大分県立図書館百年史』大分県
立図書館、2005　p.32）

県立大分図書館：昭和20年4月図書の第一次疎開。5月図書の第二
次疎開。6月～7月図書の第三次疎開。（『大分県立図書館百年史』大分県
立図書館、2005　p.32）
戦時中約2千冊の蔵書を疎開兼巡回文庫として50か町村に移すと
ともに、貴重文庫をトラック1台分竹田図書館に疎開。20年6月か
ら7月にかけて、重要文書をトラック5台分野津原中部国民学校と
東植田国民学校に疎開した。（『大分県教育百年史　第2巻通史編（2）』大
分県教育庁総務課編、大分県教育委員会、1976　p.458）

宮崎県 宮崎県立宮崎図書館 強制疎開（78坪） 0 1 3 1 0 宮崎県立宮崎図書館：空爆の厄を免れた。（『図書館雑誌　
第40年第2号』1946.8　p.32）

県立宮崎図書館：昭和20年4月蔵書を疎開。（『近代日本公共図書館年
表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.114）

鹿児島県 鹿児島県立図書館 ナシ 0 0 8 20 0
鹿児島県立図書館：戦災により貸出中の図書１千余冊焼
失。（「鹿児島県立図書館HP　沿革について」https://www.library.
pref.kagoshima.jp/honkan/p319）（2024.2.2 確認）

1
阿久根市立図書館：昭和20年8月13日空襲により全
焼。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、
日本図書館協会、2009.9　p.116）

鹿児島県立図書館：昭和20年6月17日重要書類を伊敷の青年師範
の防空壕へ疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、
日本図書館協会、2009.9　p.114）

沖縄県 0
沖縄県立沖縄図書館：昭和19年10月10日那覇市の大半を
焼失したが、図書館は被災を免れる。（『近代日本公共図書館
年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.112）

昭和20年度々の空襲で沖縄の図書館が壊滅。（『近代
日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書
館協会、2009.9　p.116）

沖縄県立沖縄図書館：古文書などの郷土資料を羽地村の大湿帯に
疎開したが、戦争で散逸。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』
奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

合　計 18 51 974 525 19 47
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愛媛県 愛媛県立図書館 ナシ 0 3 14 7 0 愛媛県立図書館：記述なし（『愛媛県立図書館 要覧 令和４年
度』愛媛県立図書館、2022.8）

2

松山市図書館：昭和20年7月26日の空襲で罹災。（『戦
災復興誌　第6巻』 建設省編、大空社、1991.6　p.443）。
今治市図書館：昭和20年8月4日の空襲で罹災。（『戦
災復興誌　第7巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.653）

（私立）伊達図書館：昭和
20年7月被災全焼。（『近代
日本公共図書館年表　1867
～2005』奥泉和久編、日本図
書館協会、2009.9　p.116）

高知県 高知県立図書館 戦災全焼、復興予算4百万円 1 2 16 1 1

高知県立図書館：昭和20年7月4日蔵書13万冊とともに全
焼。貴重蔵書土佐史料、土佐群書類従、兼松文書などの
疎開準備を終え、移動間際に全焼した。（『高知県立図書館
100年の歩み』高知県立図書館、1981.3　p.22）

高知県立図書館：昭和20年4月から疎開準備に入った。和本と洋本
約2万冊を選んで箱づめにした。疎開先は大栃方面に求めて交渉を
開始した。物部の岡の内公会堂がよいということになったが、地元
民に反対されたが説得をして納得してもらった。軍と交渉して疎開
用のトラック3台を都合してもらうことになり、ガソリンの配給の
こともあって最終的に7月8日に疎開することが決まった。7月4日早
暁高知市はB29の大空襲を受け、梱包されたトラック3台分の貴重
蔵書を含む約13万冊が県立図書館の建物もろともに灰燼に帰した。

（『高知県立図書館100年の歩み』高知県立図書館、1981.3　pp.22～23）

福岡県 福岡県立図書館 戦災９百万円程度デ復興計画中、
敷地ハ既ニ交渉中 1 2 20 0 1 福岡県立図書館：昭和20年5月19日、空襲で罹災。（『戦災

復興誌　第9巻』 建設省編、大空社、1991.12　p.555）　 2

門司市立図書館：昭和20年6月29日空襲により焼失。
八幡製作所図書館：昭和20年8月8日空襲で焼失。

（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日
本図書館協会、2009.9　p.114）

佐賀県 佐賀県立佐賀図書館 ナシ 0 0 7 5 0 佐賀図書館：空襲に備えて、書庫北側に防空壕を掘った。
（『佐賀県立図書館60年のあゆみ」佐賀県立図書館、1973　p.45）

佐賀図書館：ブリタニカなどの貴重辞書類、鉄眼版の大蔵経など
百点を大八車に積んで、佐賀市水ヶ江の鍋島内庫所、佐賀郡本庄
村高伝寺に分散疎開。（『佐賀県立図書館60年のあゆみ」佐賀県立図書館、
1973　p.45）

長崎県 長崎県立長崎図書館 戦災、四分通復旧、未復旧 450,000
円ヲ要ス 1 1 24 22 1

長崎県立長崎図書館：昭和20年8月9日原爆被弾の際火災は
免れたものの、爆風により屋根は大穴をうがたれガラス窓
は飛散し、書架の一部は倒壊。蔵書のうち雨漏りのため約
3千冊使用不能となり、貸出中の約3万冊が戦災により焼失。

（『図書館雑誌　第40年第1号』1946.6　p.14）

1 佐世保市立図書館：昭和20年7月戦災により焼失。
（『図書館雑誌　第40年第1号』1946.6　p.14）

熊本県 熊本県立熊本図書館 戦災全焼 1 3 3 0 1
県立熊本図書館：昭和20年7月2日熊本大空襲により建物
全焼。蔵書8万3千冊焼失。（『50年のあゆみ』熊本県立図書館、
1962　p.10）

熊本図書館：昭和20年夏、一部を飽託郡御幸村木部に疎開させよ
うと準備を進めた。疎開前夜の7月2日の空襲により、建物資料一
切が烏有に帰した。（『50年のあゆみ』熊本県立図書館、1962　p.23）

大分県 大分県立大分図書館 戦災 1 1 2 6 1
大分県立大分図書館：昭和20年7月16日空襲により館舎
及び蔵書（1万5千冊）を焼失。（『大分県立図書館百年史』大分県
立図書館、2005　p.32）

県立大分図書館：昭和20年4月図書の第一次疎開。5月図書の第二
次疎開。6月～7月図書の第三次疎開。（『大分県立図書館百年史』大分県
立図書館、2005　p.32）
戦時中約2千冊の蔵書を疎開兼巡回文庫として50か町村に移すと
ともに、貴重文庫をトラック1台分竹田図書館に疎開。20年6月か
ら7月にかけて、重要文書をトラック5台分野津原中部国民学校と
東植田国民学校に疎開した。（『大分県教育百年史　第2巻通史編（2）』大
分県教育庁総務課編、大分県教育委員会、1976　p.458）

宮崎県 宮崎県立宮崎図書館 強制疎開（78坪） 0 1 3 1 0 宮崎県立宮崎図書館：空爆の厄を免れた。（『図書館雑誌　
第40年第2号』1946.8　p.32）

県立宮崎図書館：昭和20年4月蔵書を疎開。（『近代日本公共図書館年
表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.114）

鹿児島県 鹿児島県立図書館 ナシ 0 0 8 20 0
鹿児島県立図書館：戦災により貸出中の図書１千余冊焼
失。（「鹿児島県立図書館HP　沿革について」https://www.library.
pref.kagoshima.jp/honkan/p319）（2024.2.2 確認）

1
阿久根市立図書館：昭和20年8月13日空襲により全
焼。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、
日本図書館協会、2009.9　p.116）

鹿児島県立図書館：昭和20年6月17日重要書類を伊敷の青年師範
の防空壕へ疎開。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、
日本図書館協会、2009.9　p.114）

沖縄県 0
沖縄県立沖縄図書館：昭和19年10月10日那覇市の大半を
焼失したが、図書館は被災を免れる。（『近代日本公共図書館
年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.112）

昭和20年度々の空襲で沖縄の図書館が壊滅。（『近代
日本公共図書館年表　1867～2005』奥泉和久編、日本図書
館協会、2009.9　p.116）

沖縄県立沖縄図書館：古文書などの郷土資料を羽地村の大湿帯に
疎開したが、戦争で散逸。（『近代日本公共図書館年表　1867～2005』
奥泉和久編、日本図書館協会、2009.9　p.116）

合　計 18 51 974 525 19 47
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